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高齢者実態調査実施状況について 

 

１ 調査目的 

本市では、高齢者に関する保健福祉事業や介護保険制度の円滑な実施に関する総合的

な計画として、平成30年３月に「第７期横浜市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画

（計画期間：平成30年度～令和２年度）」を策定し、高齢者の保健福祉等の充実に取り

組んでいます。この計画は３年ごとに見直すこととされているため、令和２年度に振り

返りを行い、令和３年度から令和５年度を計画期間とする第８期計画を策定します。 

計画の見直しにあたり、高齢者の生活実態や、介護サービス利用者の利用状況・利用

意向、介護サービス事業所・介護施設等の運営状況、介護従事者の現状や意識など、次

期計画を策定するための基礎的な資料を得るために、高齢者実態調査を実施しました。 

 

２ 調査期間   令和元年10月～令和元年12月 

 

３ 調査の種類及び対象者数 
 

調査分類 対象者数 調査票分類 回収状況 

（回収率） 

市民向け 

調査 
27,107人 

１ 高齢者一般調査(65歳以上) 

２ 一般調査(40歳以上64歳以下)【対象年齢を拡大】 

３ 介護保険在宅サービス利用者調査(要支援) 

４ 介護保険在宅サービス利用者調査(要介護) 

５ 介護保険サービス未利用者調査(要支援・要介護) 

６ 小規模多機能型居宅介護、看護小規模多機能型居宅介護 

利用者調査 

７ 定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所 利用者調査 

８ 特別養護老人ホーム入所申込者調査 

15,332人 

( 56.6％ ) 

事業所向け

調査 
8,074か所 

９ 特別養護老人ホーム調査 

10 介護老人保健施設調査 

11 介護サービス事業所（居住系）調査 

（特定施設、認知症グループホーム、サービス付き高齢者向

け住宅、有料老人ホーム) 

12 介護サービス事業所調査 ※居住系サービス除く 

13 居宅介護支援事業所調査 

14 地域ケアプラザ調査 

15 認知症に関する調査（医療機関）【新規に実施】 

4,348か所 

( 53.9％ ) 

従事者向け

調査 
8,182人 

16 ケアマネジャー調査 

17 訪問介護員（ヘルパー)調査 

18 施設介護職員(ケアワーカー)調査【外国人材への調査実施】 

3,939人 

( 48.1％ ) 

資  料 ２ 

令 和 元 年 度 第 ３ 回  
横浜市介護保険運営協議会 
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４ 調査の実施目的・調査内容 
 

【市民向け調査】 令和元年 11～12 月実施 

調査の種類 調査目的 調査内容 

１ 健康や介護についてのアンケート 

（高齢者一般調査） 

【標本調査】 

第７期計画の基本資料として、

平成28年度に実施した高齢者一

般調査を基本に経年変化を調査

するとともに、新たな課題を踏ま

えた新規項目を追加し、本市高齢

者の全体像を把握する。 

・基本属性 

・住まいと暮らしの状況 

・心と体の健康状態 

・地域生活の状況 

・介護予防に関する取組 

・認知症に関する取組 

・住まいや介護に関する情報 

・人生の 終段階に関する取組 

・福祉サービスに関すること 

・介護保険制度に関すること 

・家族介護に関すること    等 

２ 健康や介護についてのアンケート 

（一般調査） 

【標本調査】 

３ 介護保険在宅サービス利用者調査 

（要支援） 

【標本調査】 

 

要支援認定者を対象に、介護予

防サービス（地域密着型介護予防

サービスを含む。）の利用状況、

利用意向等を把握し、今後の介護

予防サービスのサービス利用量

の推計に活用する。 

・基本属性 

・住まいと暮らしの状況 

・心と体の健康状態 

・地域生活の状況 

・介護予防に関する取組 

・住まいや介護に関する情報 

・人生の 終段階に関する取組 

・福祉サービスに関すること 

・通院、リハに関すること 

・介護保険制度に関すること 

・家族介護に関すること   等 

４ 介護保険在宅サービス利用者調査 

(要介護)  

【標本調査】 

要介護認定者を対象に、在宅系

サービスの利用状況・意向等を把

握し、今後の在宅系サービス利用

量の推計に活用する。 

・基本属性 

・住まいと暮らしの状況 

・心と体の健康状態 

・地域生活の状況 

・住まいや介護に関する情報 

・人生の 終段階に関する取組 

・福祉サービスに関すること 

・通院、リハに関すること 

・介護保険制度に関すること 

・家族介護に関すること   等 

５ 介護保険サービス未利用者調査 

【標本調査】 

介護サービスを利用しない理由を

把握し、今後の介護サービス利用

の意向等を見込む。 

・基本属性 

・住まいと暮らしの状況 

・心と体の健康状態 

・地域生活の状況 

・介護予防に関する取組 

・住まいや介護に関する情報 

・人生の 終段階に関する取組 

・福祉サービスに関すること 

・介護保険制度に関すること 

・家族介護に関すること    等 
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調査の種類 調査目的 調査内容 

６ 小規模多機能型居宅介護、 

看護小規模多機能型居宅介護 

利用者調査 

【標本調査】 

小規模多機能型居宅介護及び

看護小規模多機能型居宅介護（以

下、小規模多機能等という。）を利

用している方について、小規模多

機能等の利用状況・意向等を把握

し、今後の小規模多機能等の利

用量の推計に活用する。 

・基本属性 

・住まいと暮らしの状況 

・心と体の健康状態 

・福祉サービスに関すること 

・家族介護に関すること 

・小規模多機能等サービスの 

利用状況、満足度      等 

７ 定期巡回・随時対応型訪問介護看護事

業所利用者調査 

【全数調査】 

定期巡回・随時対応型訪問介護

看護事業所を利用している方につ

いて、定期巡回・随時対応型訪問

介護看護サービスの利用状況・意

向等を把握し、今後の定期巡回・

随時対応型訪問介護看護サービ

ス利用量の推計に活用する。 

・基本属性 

・住まいと暮らしの状況 

・心と体の健康状態 

・福祉サービスに関すること 

・家族介護に関すること 

・定期巡回等サービスの利用状

況、満足度          等 

８ 特別養護老人ホーム入所申込者 

調査 

【全数調査】 

 

特別養護老人ホームに入所申

込みをしている方について、心身

の状況や介護力、入所希望理由等

を把握し、今後の特別養護老人ホ

ーム整備の必要量を見込む上で

の参考とする。 

・基本属性 

・住まいと暮らしの状況 

・福祉サービスに関すること 

・介護保険制度について 

・家族介護に関すること 

・特養の利用意向、相談対応 等 

 

【事業所向け調査】 令和元年 10～11 月実施 

調査の種類 調査目的 調査内容 

９ 特別養護老人ホーム調査 

【全数調査】 

介護保険施設の運営状況を調

査し、入所者の状況や在宅復帰の

可能性、サービスの質の確保・評

価、人材確保等について現状を把

握し、施設間の機能分担のあるべ

き姿と現実のギャップ、利用者が

求めるサービス等について検討す

る。 

・基本属性 

・職員体制、人材確保について 

・入退所者の状況 

・福祉サービスの実施状況 

・質の向上に関する取組 

・地域連携の状況 

・介護ロボットの導入状況 

・市の支援事業の活用状況 等 

10 介護老人保健施設調査 

【全数調査】 

11 介護サービス事業所（居住系） 

調査 

【全数調査】 

特定施設（有料老人ホーム、ケ

アハウス）及び認知症高齢者グル

ープホーム、サービス付き高齢者

向け住宅の運営状況を調査し、入

居者の状況、サービスの質の確

保・評価、人材確保等についての

現状を把握し、利用者が求めるサ

ービス等について検討する。 
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調査の種類 調査目的 調査内容 

12 介護サービス事業所調査 

【全数調査】 

※居住系サービス除く 

在宅サービス事業所の運営状

況を調査し、利用者の状況、サー

ビスの質の確保・評価、人材確保

等について現状を把握し、今後の

在宅サービス供給量を推計する上

で参考とする。 

・基本属性 

・職員体制、人材確保について 

・福祉サービスの実施状況 

・質の向上に関する取組 

・地域連携の状況      等 

13 居宅介護支援事業所調査 

【全数調査】 

要介護者の在宅サービス利用

調整状況を調査し、利用者の状

況、サービスの質の確保・評価、

各種サービス利用についての考え

方等現状を把握し、質の高いケア

マネジメントを実現する上での参

考とする。 

・基本属性 

・職員体制 

・質の向上に関する取組 

・地域連携の状況      等 

14 地域ケアプラザ調査 

【全数調査】 

地域包括ケアプラザの運営状況

および専門3職種の業務実態を調

査し、包括的・継続的ケアマネジメ

ント支援や生活支援体制整備を進

めるための課題等現状を把握し、

地域包括ケアシステムを構築する

上での参考とする。 

・基本属性 

・職員体制 

・ケアプラザ業務の取組状況 

・地域ケア会議に関すること 等 

15 認知症医療に関する調査 

【全数調査】 

認知症の診断・治療等に関する

医療体制の事態を把握し、認知症

の医療に関する相談・支援体制の

充実を図ることを目的とする。 

・基本属性 

・認知症診療の実施状況 

・認知症患者への介護支援の 

実施状況 

・市の認知症施策の認知  等 

 

【従業者向け調査】 令和元年 10～11 月実施 

調査の種類 調査目的 調査内容 

16 ケアマネジャー調査 

【全数調査】 

ケアマネジャーの業務実態、仕

事ぶりの変化、ケアマネジメント業

務実施上の課題等について、現

場の第一線でサービス調査に従

事するケアマネジャーの意識と現

状を把握し、質の高いケアマネジ

メントを実現する上での参考とす

る。 

・基本属性 

・職場環境に関すること 

・キャリアに関すること 

・勤務実態 

・福祉サービスに関すこと 

・地域ケア会議に関すること 

・ケアマネ業務に関すること 等 

17 訪問介護員調査 

（ヘルパー） 

【標本調査】 

介護分野における人材不足が

深刻化していることから、介護現

場で働いているホームヘルパー・

ケアワーカー等の介護サービス

従事者の意識を調査し、勤労意欲

の継続、定着率の向上に向けた

効果的な対策を検討するための

参考とする。 

・基本属性 

・職場環境に関すること 

・キャリアに関すること 

・勤務実態 

・給与に関すること 

・サービス提供に関すること 

・外国人材に関すること   等 

18 施設介護職員調査 

 （ケアワーカー） 

【標本調査】 
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５ 調査の対象者、回収状況 
 

【市民向け調査】 令和元年 11～12 月実施 

調査の種類 調査対象 対象者数 
回収数 

（回収率） 

１ 健康や介護についてのアンケート 

（高齢者一般調査） 

【標本調査】 

65歳以上の市民 5,000人 3,351人 

（ 67.0％ ） 

２ 健康や介護についてのアンケート 

（一般調査） 

【標本調査】 

40～64歳の市民 4,000人 1,901人 

（ 47.5％ ） 

３ 介護保険在宅サービス利用者調査 

（要支援） 

【標本調査】 

介護予防サービス・地域密着型介護予

防サービス利用者 

1,000人 653人 

（ 65.3％ ） 

４ 介護保険在宅サービス利用者調査 

(要介護)  

【標本調査】 

在宅介護サービス・地域密着型サービ

ス利用者 

5,000人 2,596人 

（ 51.9％ ） 

５ 介護保険サービス未利用者調査 

【標本調査】 

要介護（要支援）認定者で介護保険サ

ービスを全く利用していない方 

2,000人 1,220人 

（ 61.0％ ） 

６ 小規模多機能型居宅介護、看護小規模

多機能型居宅介護利用者調査 

【標本調査】 

小規模多機能型居宅介護、看護小規

模多機能型居宅介護の利用者 

1,100人 537人 

（ 48.8％ ） 

７ 定期巡回・随時対応型訪問介護看護事

業所利用者調査 

【全数調査】 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護事

業所の利用者 

718人 248人 

（ 34.5％ ） 

８ 特別養護老人ホーム入所申込者調査 

【全数調査】 

特別養護老人ホーム入所申込者 8,289人 4,826人 

（ 58.2％ ） 

合計 27,107人 15,332人 

（ 56.6％ ） 
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【事業所向け調査】 令和元年 10～11 月実施 

調査の種類 調査対象 対象者数 
回収数 

（回収率） 

９ 特別養護老人ホーム調査 

【全数調査】 

市内の特別養護老人ホーム（介護老人

福祉施設） 

157か所 89か所 

（ 56.7％ ） 

10 介護老人保健施設調査 

【全数調査】 

市内の介護老人保健施設 87か所 40か所 

（ 46.0％ ） 

11 介護サービス事業所（居住系） 

調査 

【全数調査】 

市内の特定施設、認知症高齢者グル

ープホーム、サービス付き高齢者住

宅、有料老人ホーム 

716か所 395か所 

（ 55.2％ ） 

12 介護サービス事業所調査 

【全数調査】 

※居住系サービス除く 

市内の在宅介護サービス事業所 

※居宅療養管理指導、福祉用具貸与、

福祉用具販売単独事業所を除く 

3,169か所 1,668か所 

（ 52.6％ ） 

13 居宅介護支援事業所調査 

【全数調査】 

市内の居宅介護支援事業所 946か所 582か所 

（ 61.5％ ） 

14 地域ケアプラザ調査 

【全数調査】 

市内の地域ケアプラザ 138か所 122か所 

（ 88.4％ ） 

15 認知症医療に関する調査 

【全数調査】 

市内の医療機関（病院・診療所） 

※美容外科、美容皮膚科・小児科及び

産婦人科の単科を除く 

2,861か所 1,452か所 

（ 50.8％ ） 

合計 8,074か所 4,348か所 

（ 53.9％ ） 

 

【従事者向け調査】 令和元年 10～11 月実施 

調査の種類 調査対象 対象者数 
回収数 

（回収率） 

16 ケアマネジャー調査 

【全数調査】 

市内の居宅介護支援事業所で就労し

ているケアマネジャー 

3,799人 1,655人 

（ 43.6％ ） 

17 訪問介護員調査 

（ヘルパー） 

【標本調査】 

市内の在宅介護サービス事業所で就

労しているホームヘルパー 

1,588人 878人 

（ 55.3％ ） 

18 施設介護職員調査 

 （ケアワーカー） 

【標本調査】 

市内の特別養護老人ホーム等で就労

している介護職員、及び外国籍の介護

職員 

※外国籍職員は全数調査（施設配布） 

2,795人 1,406人 

（ 50.3％ ） 

合計 8,182人 3,939人 

（ 48.1％ ） 
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６ 高齢者実態調査の調査結果（抜粋）について 

 

（１）市民向け調査 

 ０１ 高齢者一般調査  

●⾼齢者の健康感 

65歳以上の⾼齢者のうち「とても健康」「まあまあ健康」は 72.9％。 

 

●介護予防への意識 

65歳以上の⾼齢者のうち「強く意識している」「意識している」は 82.5％。 

 

●参加している地域活動 

65 歳以上が参加している地域活動は、「⾃治会町内会の活動・⾏事」が 22.1％と最も⾼く、次い
で「体操、歩こう会、ゲートボール等の健康・スポーツ活動」が 21.1％。 

また「全く参加していない」は 38.8％ 

 

●地域の中にあると良いと思うもの 

地域の中にあると良いと思うものは、「ウォーキングや体操教室など健康維持のための活動を⾏う
場」が 32.6％と最も⾼く、次いで「仲間と話をしたり趣味の活動を⾏うサロン等の場」が 21.8％。 

 

とても健
康

まあまあ
健康

あまり健
康でない

健康でな
い

無回答

3071 220 2017 609 189 36
100.0 7.2 65.7 19.8 6.2 1.2

健康だと思いますか

  全
体

強く意識
している

意識して
いる

あまり意
識してい
ない

ほとんど
意識して
いない

無回答

3071 813 1719 359 87 93
100.0 26.5 56.0 11.7 2.8 3.0

普段から介護予防のためにご自分の健康の維持・増進

  全
体

俳句、詩
吟、陶芸
等の趣味
の活動

体操、歩
こう会、
ゲート
ボール等
の健康・
スポーツ
活動

学習会、
子ども会
の活動、
郷土芸能
の伝承等
の活動

環境美
化、緑化
推進、ま
ちづくり等
の活動

交通安
全、防犯・
防災等の
活動

家事援
助、移送
等の高齢
者の支援
活動

サロン、
会食、茶
話会等の
地域の集
いの活動

保育の手
伝い等の
子育て支
援活動

祭りなど
地域の催
し物の世
話役等の
地域行事

自治会町
内会の活
動・行事

老人クラ
ブの活
動・行事

その他
全く参加
していな
い

無回答

3071 290 648 119 304 231 96 300 50 302 680 249 163 1191 424
100.0 9.4 21.1 3.9 9.9 7.5 3.1 9.8 1.6 9.8 22.1 8.1 5.3 38.8 13.8

Q29A_過去1年間に参加したもの

  全
体

学校で子ど
も達の活動
をサポート
する機会

子ども達に
勉強や自分
の趣味・特
技を教える
機会

障害者との
交流の場

高齢、障害
者施設など
でのボラン
ティア活動

買い物支援
や、庭木の
手入れなど
のちょっとし
たボランティ
ア活動

地域に住ん
でいる外国
人の方の支
援活動

農作業を中
心とした仲
間との活動

ちょっとした
収入を得る
ことができ
る就労活動

3071 318 314 205 295 455 171 232 522

100.0 10.4 10.2 6.7 9.6 14.8 5.6 7.6 17.0

  全  体

活動の場や参加の機会について、地域の中にあると良いと思うもの

仲間と話を
したり趣味
の活動を行
うサロン等
の場

子育て中の
母親と交流
を持ち、子
育てのサ
ポートをする
サロン等の
場

ウォーキン
グや体操教
室など健康
維持のため
の活動を行
う場

文化（書
道、俳句
等）、芸術
（絵画、美
術鑑賞等）
を中心とし
た仲間と集
まる場

パソコンや
インターネッ
トなどの学
習ができる
場

就労や社会
参加など、
セカンドライ
フの充実に
向けた高齢
者のための
相談窓口

その他 特にない 無回答

669 153 1002 499 546 247 57 783 298

21.8 5.0 32.6 16.2 17.8 8.0 1.9 25.5 9.7
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●かかりつけ医の有無 

65歳以上の⾼齢者のうち、かかりつけ医がいるのは 69.8％。 

 

●認知症への関⼼度 

65歳以上の⾼齢者のうち「とても関⼼がある」「まあまあ関⼼がある」は 87.1％。 

 

●横浜市の認知症施策の認知度 

65 歳以上の⾼齢者が知っている認知症施策は、「介護者のつどい」が 10.7％と最も⾼く、次いで
「認知症カフェ」が 10.5％。また、「知っているものはない」は 66.1％。 

 

●介護サービスと住まいのバランス 

65歳以上の介護サービスと住まいの関係については、「介護が必要になっても（介護サービスを利
⽤しながら）⾃宅で暮らしたい」が 50.4％となっており、「特別養護⽼⼈ホーム」は 20.1％。 

 

●孤⽴死についての意識 

65歳以上の⾼齢者のうち、⾝近な問題だと「とても感じる」「まあまあ感じる」は 55.6％。 

 

いる いない
わからな
い

無回答

3071 2145 712 154 60
100.0 69.8 23.2 5.0 2.0

健康について気軽に相談できるかかりつけ

  全
体

とても関
心がある

まあまあ
関心があ
る

あまり関
心がない

まったく関
心がない

初めて聞
いた

無回答

3071 1395 1281 254 35 3 103
100.0 45.4 41.7 8.3 1.1 0.1 3.4

認知症について、どの程度関心がありますか

  全
体

認知症サ
ポーター
養成講座
（認知症

認知症カ
フェ

介護者の
つどい

認知症初
期集中支
援チーム

認知症高
齢者等
SOS ネッ
トワーク

認知症高
齢者等見
守りシー
ル

知ってい
るものは
ない

無回答

3071 226 321 330 69 134 234 2031 293
100.0 7.4 10.5 10.7 2.2 4.4 7.6 66.1 9.5

認知症に関する取組について知っているもの

  全
体

介護が必
要になっ
ても、介
護サービ
スを利用
せずに、
家族など
に介護し
てもらい
ながら、
自宅で暮
らしたい

介護が必
要になっ
たら、介
護サービ
スを利用
しながら、
できるだ
け自宅で
暮らした
い

バリアフ
リー化さ
れた高齢
者向け住
宅などに
住み替え
て、在宅
介護サー
ビスを受
けながら
暮らした
い

日中、ケ
アの専門
家が建物
に常駐
し、安否
確認サー
ビスと生
活相談
サービス
を提供す
る、「サー
ビス付き
高齢者向
け住宅」
に入居し
たい

健康なう
ちから将
来介護を
受けられ
る老人
ホームな
どに入所
したい

できる限
り自宅で
暮らした
いが、介
護が必要
になった
ら特別養
護老人
ホームな
どの介護
施設に入
りたい

すでに介
護施設等
に入所・
入居申込
みをして
いる

その他
わからな
い

無回答

3071 133 1415 89 122 63 618 5 24 197 405
100.0 4.3 46.1 2.9 4.0 2.1 20.1 0.2 0.8 6.4 13.2

介護サービスの利用と住まいについて、どのようにお考えですか

  全
体

とても感じる
まあまあ感
じる

あまり感じ
ない

まったく感じ
ない

わからない 無回答

3071 768 941 850 242 143 127

100.0 25.0 30.6 27.7 7.9 4.7 4.1

孤立死について、身近な問題だと感じますか

  全  体
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 ０２ 一般調査  

●第 2号被保険者の健康感 

第 2号被保険者のうち「とても健康」「まあまあ健康」は 82.1％。 

 

 

●介護予防への意識 

第 2号被保険者のうち「強く意識している」「意識している」は 55.5％。 

 

 

●参加している地域活動 

第 2号被保険者が参加している地域活動は、「⾃治会町内会の活動・⾏事」が 16.9％と最も⾼く、
次いで「ジムやランニングなどのスポーツ活動」が 14.3％。 

また「全く参加していない」は 54.8％ 

 

 

●かかりつけ医の有無 

第 2号被保険者のうち、かかりつけ医がいるのは 40.6％。 

 

 

●認知症への関⼼度 

第 2号被保険者のうち「とても関⼼がある」「まあまあ関⼼がある」は 82.4％。 

 
 

とても健康
まあまあ健
康

あまり健康
でない

健康でない 無回答

1806 228 1256 253 58 11
100.0 12.6 69.5 14.0 3.2 0.6

健康だと思いますか

　
調査数

強く意識し
ている

意識してい
る

あまり意識
していない

ほとんど意
識していな
い

無回答

1806 184 819 600 166 37
100.0 10.2 45.3 33.2 9.2 2.0

普段から介護予防のためにご自分の健康の維持・増進を意識し

　
調査数

美術や音楽
などの文化
活動

ジムやラン
ニングなど
のスポーツ
活動

学習会、子
ども会の活
動、郷土芸
能の伝承等
の活動

環境美化、
緑化推進、
まちづくり等
の活動

交通安全、
防犯・防災
等の活動

家事援助、
移送等の高
齢者の支援
活動

サロン、会
食、茶話会
等の地域の
集いの活動

保育の手伝
い等の子育
て支援活動

祭りなど地
域の催し物
の世話役等
の地域行事

自治会町内
会の活動・
行事

その他
全く参加し
ていない

無回答

1806 162 258 123 98 111 27 32 48 136 306 36 990 107
100.0 9.0 14.3 6.8 5.4 6.1 1.5 1.8 2.7 7.5 16.9 2.0 54.8 5.9

Q28A　過去1年間に参加した地域活動

　
調査数

いる いない わからない 無回答

1806 734 902 154 16
100.0 40.6 49.9 8.5 0.9

健康について気軽に相談できるかかりつけ医

　
調査数

とても関心
がある

まあまあ関
心がある

あまり関心
がない

まったく関
心がない

初めて聞い
た

無回答

1806 566 923 224 39 - 54
100.0 31.3 51.1 12.4 2.2 - 3.0

認知症について、どの程度関心がありますか
　
調査数
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●若年性認知症の認知度 

第 2号被保険者のうち「よく知っている」「ある程度知っている」は 57.0％。 

 
 

●横浜市の認知症施策の認知度 

第 2号被保険者が知っている認知症施策は、「認知症カフェ」が 12.2％と最も⾼く、次いで「認知
症サポーター養成講座」が 8.7％。また、「知っているものはない」は 75.6％。 

 

 

●家族介護の状況 

第 2号被保険者のうち「現在介護をしている」は 8.1％。 

 
 

●家族介護者の就労継続に関する状況 

介護をしている第 2号被保険者のうち、『就労継続が難しい』は 9.6％。 

 

 

●孤⽴死についての意識 

第 2号被保険者のうち、⾝近な問題だと「とても感じる」「まあまあ感じる」は 61.8％。 

 

 

よく知って
いる

ある程度
知っている

言葉は聞い
たことがあ
る

全く知らな
い

無回答

1806 245 783 687 72 19
100.0 13.6 43.4 38.0 4.0 1.1

65歳未満で発症する「若年性認知症」のことを知っていますか
　
調査数

認知症サ
ポーター養
成講座（認
知症サポー
ターキャラ
バン）

認知症カ
フェ

介護者のつ
どい

認知症初期
集中支援
チーム

認知症高齢
者等SOS
ネットワーク

認知症高齢
者等見守り
シール

知っている
ものはない

無回答

1806 158 220 138 19 54 117 1365 51
100.0 8.7 12.2 7.6 1.1 3.0 6.5 75.6 2.8

認知症に関する取組について知っているもの

　
調査数

現在介護をしてい
る

現在は介護してい
ないが、今後介護
する立場になる可
能性が高い

現在介護をしてい
ないし、今後も介
護する立場になる
可能性はほとんど
ない

無回答

1806 146 1137 455 68
100.0 8.1 63.0 25.2 3.8

ご家族などの介護をしていますか

　
調査数

問題なく、
続けていけ
る

問題はある
が、何とか
続けていけ
る

続けていく
のは、やや
難しい

続けていく
のは、かな
り難しい

無回答

146 20 64 12 2 48
100.0 13.7 43.8 8.2 1.4 32.9

今後も働きながら介護を続けていけそうですか

　
調査数

とても感じる
まあまあ感じ
る

あまり感じな
い

まったく感じな
い

わからない 無回答

1806 455 661 483 104 66 37
100.0 25.2 36.6 26.7 5.8 3.7 2.0

孤立死について、身近な問題だと感じますか

　
調査数
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 ０３ 要支援調査  

●要⽀援者の健康感 

要⽀援者のうち「とても健康」「まあまあ健康」は 31.9％。 

 
 

●介護予防への意識 

要⽀援者のうち「強く意識している」「意識している」は 83.9％。 

 
 

●⼼配や悩みごとの有無 

要⽀援者の⼼配ごとや悩みは、「⾃分の健康のこと」が 80.1％と最も⾼く、次いで「親族の健康の
こと」が 29.0％。また、「⼼配ごとや悩みはない」は 3.4％。 

 
 

●⼼配や悩みごとの相談先 

要⽀援者の⼼配ごとや悩みの相談先は、「⼦ども」が 61.2％と最も⾼く、次いで「かかりつけの医
師」が 31.8％。また、「相談したりする⼈はいない」は 2.0％ 

 

 

●介護サービス（在宅）の利⽤状況 

要⽀援者が利⽤している介護サービスは、「通所介護」が 28.5％と最も⾼く、次いで「通所リハ」
が 26.2％。また、「利⽤していない」は 6.9％。 

 

 

とても健康 まあまあ健康
あまり健康でな
い

健康でない 無回答

534 2 168 222 128 14

100.0 0.4 31.5 41.6 24.0 2.6

健康だと思いますか
全　体

強く意識してい
る

意識している
あまり意識して
いない

ほとんど意識し
ていない

無回答

534 149 299 50 7 29

100.0 27.9 56.0 9.4 1.3 5.4

普段から介護予防のためにご自分の健康の維持・増進を意識していますか
全　体

自分の健康の
こと

親族の健康の
こと

病気などの時
に面倒を見てく
れる人がいな
いこと

ひとり暮らしや
孤独になること

生活費等経済
的なこと

安心して住め
る場所がない
こと

趣味や生きが
いがないこと

時間的なゆとり
がないこと

精神的なゆとり
がないこと

その他
心配ごとや悩
みはない

無回答

534 428 155 99 96 117 7 48 15 48 27 18 16

100.0 80.1 29.0 18.5 18.0 21.9 1.3 9.0 2.8 9.0 5.1 3.4 3.0

心配ごとや悩み

全　体

配偶者 子ども
その他の家
族・親族

友人・知人 となり近所の人
自治会や町内
会の役員

民生委員・児
童委員

市や区の相談
窓口

地域包括支援
センター（地域
ケアプラザ）

かかりつけの
医師

その他
相談したりする
人はいない

無回答

500 150 306 86 81 28 5 23 16 113 159 11 10 34

100.0 30.0 61.2 17.2 16.2 5.6 1.0 4.6 3.2 22.6 31.8 2.2 2.0 6.8

誰に話を聞いてもらったり、相談したりしますか

全　体

横浜市通所介
護相当サービ
ス（デイサービ
ス）

介護予防通所
リハビリ（デイ
ケア）

横浜市訪問介
護相当サービ
ス（ホームヘル
プ）

介護予防福祉
用具貸与

横浜市訪問型
生活援助サー
ビス

利用していない 無回答

534 152 140 134 128 61 37 38

100.0 28.5 26.2 25.1 24.0 11.4 6.9 7.1

介護保険の在宅サービスのうち、令和元年11月に利用したサービス

全　体
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●介護サービス以外に必要なサービス 

要⽀援者が必要としているサービスは、「⾃宅に医師が訪問して診療してくれること」が 40.4％と
最も⾼く、次いで「夜間にも⾃宅でホームヘルプや看護が受けられること」が 32.6％。また、「必
要なサービスはない」は 13.3％。 

 

 

●要介護認定の軽度化・重度化 

要⽀援者のうち「良くなった」は 27.0％、「悪くなった」は 6.9％。 

 

 

●要介護認定の軽度化の要因 

要⽀援者のうち、「⾃分でできる限り動くようにしたため」が 61.8％と最も⾼く、次いで「医療機
関等で専⾨家の指導を受けてリハビリを受けたため」が 52.1％。 

 

 

●要介護認定の重度化の要因 

要介護者のうち、「年をとって⽼化が進んだため」が 64.9％と最も⾼く、次いで「動かなくなり、
体⼒が落ちてしまったため」が 54.1％。 

 

夜間にも自宅
でホームヘル
プや看護が受
けられること

自宅に医師が
訪問して診療し
てくれること

ふだん通って
いる介護事業
所などで、希望
すれば泊まれ
ること

入浴のみ、食
事のみ、リハビ
リのみなど、短
時間の通所
サービスが受
けられること

自分の希望に
応じて外出支
援のサービス
を受けられるこ
と

介護者の入院
など緊急時に
入所可能な
ショートステイ
のベッドが利用
できること

その他
必要なサービ
スはない

無回答

218 71 88 12 54 60 50 9 29 24

100.0 32.6 40.4 5.5 24.8 27.5 22.9 4.1 13.3 11.0

安心して在宅で生活を続けるため、現在の介護サービス以外に必要なサービス

全　体

良くなった 悪くなった 変わらない わからない 無回答

534 144 37 226 33 94

100.0 27.0 6.9 42.3 6.2 17.6

直近の要介護認定を受けた後､ 状態はどのように変わりましたか

全　体

治療を受け、病
気が治ったた
め

治療を受け、時
間の経過ととも
に、けがや骨
折が治ったた
め

医療機関等で
専門家の指導
を受けてリハビ
リを受けたため

自分でできる
限り動くように
したため

認知症が改善
もしくは安定し
たため

その他 わからない 無回答

144 17 27 75 89 1 7 3 2

100.0 11.8 18.8 52.1 61.8 0.7 4.9 2.1 1.4

要介護状態が良くなった原因

全　体

脳梗塞等の発
作が発生・再
発したため

病気が徐々に
悪化したため

けがや骨折を
したため

病気やけがで
入院し､ 体力
が落ちてしまっ
たため

動かなくなり､
体力が落ちて
しまったため

栄養のあるも
のを食べなく
なったため

認知症が徐々
に進行したた
め

年をとって老化
が進んだため

転倒やトイレの
失敗などにより
自信や意欲を
失ってしまった
ため

その他 わからない 無回答

37 2 11 5 3 20 4 2 24 3 3 - 1

100.0 5.4 29.7 13.5 8.1 54.1 10.8 5.4 64.9 8.1 8.1 - 2.7

要介護状態が悪くなった原因

全　体
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●かかりつけ医の有無 

要⽀援者のうち、かかりつけ医がいるのは 80.9％。 

 
 

●家族介護者の就労継続に関する状況 

要⽀援者を介護している⽅のうち、『就労継続が難しい』は 6.7％。 

 

 

●介護サービスと住まいのバランス 

要⽀援者の介護サービスと住まいの関係については、「介護が必要になっても（介護サービスを利
⽤しながら）⾃宅で暮らしたい」が 45.3％となっており、「特別養護⽼⼈ホーム」は 29.4％。 

 

 

 

●孤⽴死についての意識 

要⽀援者のうち、⾝近な問題だと「とても感じる」「まあまあ感じる」は 57.1％。 

 

  

いる いない わからない 無回答

534 432 44 34 24

100.0 80.9 8.2 6.4 4.5

健康について気軽に相談できるかかりつけ医
全　体

問題なく、続け
ていける

問題はある
が、何とか続け
ていける

続けていくの
は、やや難しい

続けていくの
は、かなり難し
い

無回答

75 18 43 3 2 9

100.0 24.0 57.3 4.0 2.7 12.0

今後も働きながら介護を続けていけそうですか

全　体

介護サービス
を利用せず
に、家族など
に介護しても
らいながら、自
宅で暮らした
い

在宅介護サー
ビスを利用し
ながら、自宅
で暮らしたい

バリアフリー化
された高齢者
向け住宅など
に住み替え
て、在宅介護
サービスを受
けながら暮ら
したい

日中、ケアの
専門家が建物
に常駐し、安
否確認サービ
スと生活相談
サービスを提
供する、「サー
ビス付き高齢
者向け住宅」
に入居したい

有料老人ホー
ムやグループ
ホームなどの
介護付の住宅
に住み替えた
い

できる限り自
宅で暮らした
いが、必要に
なったら特別
養護老人ホー
ムなどの介護
施設に入りた
い

すでに介護施
設等に入所・
入居申込みを
している

その他 わからない 無回答

534 24 218 10 8 12 157 4 4 43 54
100.0 4.5 40.8 1.9 1.5 2.2 29.4 0.7 0.7 8.1 10.1

介護サービスの利用と住まいについて、どのようにお考えですか

全　体

とても感じる まあまあ感じる あまり感じない まったく感じない わからない 無回答

534 159 146 99 32 43 55

100.0 29.8 27.3 18.5 6.0 8.1 10.3

孤立死について、身近な問題だと感じますか

全　体
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 ０４ 要介護調査  

●⼼配や悩みごとの有無 

要介護者の⼼配ごとや悩みは、「⾃分の健康のこと」が 73.5％と最も⾼く、次いで「親族の健康の
こと」が 30.4％。また、「⼼配ごとや悩みはない」は 7.8％。 

 

 

●⼼配や悩みごとの相談先 

要介護者の⼼配ごとや悩みの相談先は、「⼦ども」が 62.4％と最も⾼く、次いで「配偶者」が 38.9％。
また、「相談したりする⼈はいない」は 1.8％ 

 

 

●介護サービス（在宅）の利⽤状況（10.0％以上のみ抜粋） 

要介護者が利⽤している介護サービスは、「福祉⽤具貸与」が 53.4％と最も⾼く、次いで「通所介
護」が 52.9％。また、「あてはまるものはない」は 2.7％。 

 

 

●介護サービス（在宅）の満⾜度 

要介護者のうち「満⾜している」「ほぼ満⾜している」は 70.9％。 

 

自分の健康
のこと

親族の健康
のこと

病気などの時
に面倒を見て
くれる人がい
ないこと

ひとり暮らし
や孤独になる
こと

生活費等経
済的なこと

安心して住め
る場所がない
こと

趣味や生き
がいがないこ
と

時間的なゆと
りがないこと

精神的なゆと
りがないこと

その他
心配ごとや悩
みはない

　無回答

1911 1405 581 158 283 483 60 272 42 215 124 150 78

100.0 73.5 30.4 8.3 14.8 25.3 3.1 14.2 2.2 11.3 6.5 7.8 4.1

心配ごとや悩み

  全  体

配偶者 子ども
その他の家
族・親族

友人・知人
となり近所の
人

自治会や町
内会の役員

民生委員・児
童委員

市や区の相
談窓口

地域包括支
援センター
（地域ケアプ
ラザ）

かかりつけの
医師

その他
相談したりす
る人はいない

　無回答

1683 655 1050 231 130 45 21 53 41 337 565 137 30 86

100.0 38.9 62.4 13.7 7.7 2.7 1.2 3.1 2.4 20.0 33.6 8.1 1.8 5.1

誰に話を聞いてもらったり、相談したりしますか

  全  体

福祉用具貸
与

通所介護（デ
イサービス）

訪問介護 訪問看護
通所リハビリ
テーション（デ
イケア）

訪問リハビリ
テーション

福祉用具購
入

短期入所生
活介護（福祉
施設のショー
トステイ）

訪問入浴介
護

あてはまるも
のはない

　無回答

1911 1021 1010 584 462 448 370 258 246 206 51 48

100.0 53.4 52.9 30.6 24.2 23.4 19.4 13.5 12.9 10.8 2.7 2.5

介護保険の在宅サービスのうち、令和元年11月に利用したサービス

  全  体

満足している
ほぼ満足して
いる

どちらともい
えない

やや不満で
ある

不満である 　無回答

1911 592 763 341 75 36 104

100.0 31.0 39.9 17.8 3.9 1.9 5.4

現在受けている介護サービスの質に、満足していますか

  全  体
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●介護サービス以外に必要なサービス 

要介護者が必要としているサービスは、「介護者の⼊院など緊急時に⼊所可能なショートステイの
ベッドが利⽤できること」が 30.1％と最も⾼く、次いで「⾃宅に医師が訪問して診療してくれる
こと」が 29.6％。また、「必要なサービスはない」は 19.3％。 

 

●ケアプランの満⾜度 

要介護者のうち「満⾜している」「ほぼ満⾜している」は 68.0％。 

 

●ケアプランの本⼈の意向反映状況 

要介護者のうち「なっている（反映している）」は 64.9％。 

 

●要介護認定の軽度化・重度化 

要介護者のうち「良くなった」は 23.3％、「悪くなった」は 13.7％。 

 
 

●要介護認定の軽度化の要因 

要介護者のうち、「医療機関等で専⾨家の指導を受けてリハビリを受けたため」が 43.0％と最も⾼
く、次いで「⾃分でできる限り動くようにしたため」が 42.4％。 

 

 

夜間にも自宅
でホームヘル
プや看護が
受けられるこ
と

自宅に医師
が訪問して診
療してくれる
こと

ふだん通って
いる介護事
業所などで、
希望すれば
泊まれること

入浴のみ、食
事のみ、リハ
ビリのみな
ど、短時間の
通所サービス
が受けられる
こと

自分の希望
に応じて外出
支援のサー
ビスを受けら
れること

介護者の入
院など緊急時
に入所可能
なショートステ
イのベッドが
利用できるこ
と

その他
必要なサービ
スはない

　無回答

1035 266 306 184 184 212 312 28 200 86

100.0 25.7 29.6 17.8 17.8 20.5 30.1 2.7 19.3 8.3

安心して在宅で生活を続けるため、現在の介護サービス以外に必要なサービス

  全  体

満足している
ほぼ満足して
いる

どちらともい
えない

やや不満で
ある

不満である 　無回答

1911 601 699 417 55 33 106

100.0 31.4 36.6 21.8 2.9 1.7 5.5

ケアプランの内容について、満足していますか

  全  体

なっている なっていない
どちらともい
えない

　無回答

1911 1241 69 479 122

100.0 64.9 3.6 25.1 6.4

ケアプランは、あなたの意向が反映されたものになってい
ますか

  全  体

良くなった 悪くなった 変わらない わからない 　無回答

1911 446 261 881 154 169

100.0 23.3 13.7 46.1 8.1 8.8

直近の要介護認定を受けた後､ 状態はどのように変わりましたか
  全  体

治療を受け、
病気が治った
ため

治療を受け、
時間の経過と
ともに、けが
や骨折が
治ったため

医療機関等
で専門家の
指導を受けて
リハビリを受
けたため

自分でできる
限り動くよう
にしたため

認知症が改
善もしくは安
定したため

その他 わからない 　無回答

446 72 87 192 189 52 43 10 8

100.0 16.1 19.5 43.0 42.4 11.7 9.6 2.2 1.8

要介護状態が良くなった原因

  全  体
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●要介護認定の重度化の要因 

要介護者のうち、「認知症が徐々に進⾏したため」と「年をとって⽼化が進んだため」が 48.3％と
最も⾼く、次いで「動かなくなり、体⼒が落ちてしまったため」が 44.1％。 

 

 

●かかりつけ医の有無 

要介護者のうち、かかりつけ医がいるのは 83.6％。 

 

●家族介護者の就労継続に関する状況 

要介護者を介護している⽅のうち、『就労継続が難しい』は 17.3％。 

 

●介護サービスと住まいのバランス 

要介護者の介護サービスと住まいの関係については、「介護が必要になっても（介護サービスを利
⽤しながら）⾃宅で暮らしたい」が 55.6％となっており、「特別養護⽼⼈ホーム」は 26.4％。 

 

 
 

●孤⽴死についての意識 

要介護者のうち、⾝近な問題だと「とても感じる」「まあまあ感じる」は 40.9％。 

 

脳梗塞等の
発作が発生・
再発したため

病気が徐々
に悪化したた
め

けがや骨折を
したため

病気やけが
で入院し､ 体
力が落ちてし
まったため

動かなくなり､
体力が落ちて
しまったため

栄養のあるも
のを食べなく
なったため

認知症が
徐々に進行し
たため

年をとって老
化が進んだ
ため

転倒やトイレ
の失敗などに
より自信や意
欲を失ってし
まったため

その他 わからない 　無回答

261 9 74 33 43 115 22 126 126 44 13 1 2

100.0 3.4 28.4 12.6 16.5 44.1 8.4 48.3 48.3 16.9 5.0 0.4 0.8

要介護状態が悪くなった原因

  全  体

いる いない わからない 　無回答

1911 1598 165 78 70

100.0 83.6 8.6 4.1 3.7

健康について気軽に相談できるかかりつけ医
  全  体

問題なく、続
けていける

問題はある
が、何とか続
けていける

続けていくの
は、やや難し
い

続けていくの
は、かなり難
しい

　無回答

439 62 290 60 16 11

100.0 14.1 66.1 13.7 3.6 2.5

今後も働きながら介護を続けていけそうですか

  全  体

在宅介護
サービスを利
用しながら、
自宅で暮らし
たい

バリアフリー
化された高齢
者向け住宅
などに住み替
えて、在宅介
護サービスを
受けながら暮
らしたい

日中、ケアの
専門家が建
物に常駐し、
安否確認
サービスと生
活相談サー
ビスを提供す
る、「サービス
付き高齢者
向け住宅」に
入居したい

有料老人
ホームやグ
ループホーム
などの介護付
の住宅に住
み替えたい

できる限り自
宅で暮らした
いが、必要に
なったら特別
養護老人
ホームなどの
介護施設に
入りたい

すでに介護施
設等に入所・
入居申込み
をしている

わからない 　無回答

1911 1035 27 19 19 504 33 174 100

100.0 54.2 1.4 1.0 1.0 26.4 1.7 9.1 5.2

介護サービスの利用と住まいについて、どのようにお考えですか

  全  体

とても感じる まあまあ感じる あまり感じない
まったく感じな
い

わからない 　無回答

1911 385 398 500 238 234 156

100.0 20.1 20.8 26.2 12.5 12.2 8.2

孤立死について、身近な問題だと感じますか

  全  体
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 ０５ 未利用者調査  

●介護サービスを利⽤しない理由 

未利⽤者が介護サービスを利⽤しない理由として、「より重度の要介護状態になったとき利⽤した
い」が 25.0％と最も⾼く、次いで「介護者の体⼒が衰えたとき利⽤したい」が 18.8％。また、「使
いたいサービスがない」は 7.2％、「サービスの内容がよく分からない」は 16.0％。 

 

●要⽀援者の健康感 

未利⽤者のうち「とても健康」「まあまあ健康」は 35.9％。 

 

●⼼配や悩みごとの有無 

未利⽤者の⼼配ごとや悩みは、「⾃分の健康のこと」が 76.7％と最も⾼く、次いで「親族の健康の
こと」が 34.5％。また、「⼼配ごとや悩みはない」は 5.9％。 

 

●⼼配や悩みごとの相談先 

未利⽤者の⼼配ごとや悩みの相談先は、「⼦ども」が 60.9％と最も⾼く、次いで「配偶者」が 45.5％。
また、「相談したりする⼈はいない」は 4.9％ 

 

●介護サービス以外に必要なサービス 

未利⽤者が必要としているサービスは、「⾃宅に医師が訪問して診療してくれること」が 42.3％と
最も⾼く、次いで「介護者の⼊院など緊急時に⼊所可能なショートステイのベッドが利⽤できる
こと」が 26.4％。また、「必要なサービスはない」は 16.8％。 

 

 

施設、病院など
に入所・入院し
ていた

家族以外の介
護を受けたくな
い

家族が介護を
するため必要
ない

介護保険にな
いサービス（紙
おむつの支給、
食事サービス
など）のみを利
用している

８月以降サー
ビス利用を始
めた（または決
めた）

家族などの介
護者が急に病
気になった時な
どに、ショートス
テイを利用した
い

特別養護老人
ホーム等の介
護保険施設の
みの利用を予
定している

より重度の要
介護状態に
なったとき利用
しい

介護者の体力
が衰えたとき利
用したい

介護サービス
を利用したい
が、経済的な
負担が大きい

使いたいサー
ビスがない

サービスの内
容がよく分から
ない

その他 　無回答

1014 86 85 168 17 118 125 35 253 191 76 73 162 158 130

100.0 8.5 8.4 16.6 1.7 11.6 12.3 3.5 25.0 18.8 7.5 7.2 16.0 15.6 12.8

令和元年７月時点で介護保険のサービスを全く利用していない理由

  全  体

とても健康 まあまあ健康
あまり健康でな
い

健康でない 　無回答

1014 15 350 337 283 29

100.0 1.5 34.5 33.2 27.9 2.9

自分で健康だと思いますか

  全  体

自分の健康の
こと

親族の健康の
こと

病気などの時
に面倒を見てく
れる人がいな
いこと

ひとり暮らしや
孤独になること

生活費等経済
的なこと

安心して住める
場所がないこと

趣味や生きが
いがないこと

時間的なゆとり
がないこと

精神的なゆとり
がないこと

その他
心配ごとや悩
みはない

　無回答

1014 778 350 146 151 221 23 113 34 103 51 60 30

100.0 76.7 34.5 14.4 14.9 21.8 2.3 11.1 3.4 10.2 5.0 5.9 3.0

現在の心配ごとや悩みについて

  全  体

配偶者 子ども
その他の家族・
親族

友人・知人 となり近所の人
自治会や町内
会の役員

民生委員・児
童委員

市や区の相談
窓口

地域包括支援
センター（地域
ケアプラザ）

かかりつけの
医師

その他
相談したりする
人はいない

　無回答

924 420 563 129 122 38 10 39 46 121 286 16 45 59

100.0 45.5 60.9 14.0 13.2 4.1 1.1 4.2 5.0 13.1 31.0 1.7 4.9 6.4

心配ごとや悩みごとができた場合、誰に話を聞いてもらったり、相談したりしますか

  全  体

夜間にも自宅
でホームヘル
プや看護が受
けられること

自宅に医師が
訪問して診療し
てくれること

ふだん通って
いる介護事業
所などで、希望
すれば泊まれ
ること

入浴のみ、食
事のみ、リハビ
リのみなど、短
時間の通所
サービスが受
けられること

自分の希望に
応じて外出支
援のサービス
を受けられるこ
と

介護者の入院
など緊急時に
入所可能な
ショートステイ
のベッドが利用
できること

その他
必要なサービ
スはない

　無回答

511 128 216 37 127 103 135 13 86 38

100.0 25.0 42.3 7.2 24.9 20.2 26.4 2.5 16.8 7.4

安心して在宅で生活を続けるために、現在の介護サービス以外に必要なサービス

  全  体
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 ０６ 小多機利用者調査  

●現在利⽤しているサービス内容 

⼩多機利⽤者が利⽤しているサービスは、「通い」が 79.0％と最も⾼く、次いで「宿泊」が 49.8％。 

 

●今後利⽤したいサービス内容 

⼩多機利⽤者が利⽤したいサービスは、「宿泊」が 45.0％と最も⾼く、次いで「通い」が 44.3％。 

 

●サービスの満⾜度 

⼩多機利⽤者のうち、「満⾜」「やや満⾜」は、『通い』で 73.7％、『訪問』で 73.4％、『宿泊』で
66.9％、『看護』で 70.9％。 

 

●⼼配や悩みごとの有無 

⼩多機利⽤者の⼼配ごとや悩みは、「⾃分の健康のこと」が 62.8％と最も⾼く、次いで「⽣活費等
経済的なこと」が 29.7％。また、「⼼配ごとや悩みはない」は 11.2％。 

 

 

●⼼配や悩みごとの相談先 

⼩多機利⽤者の⼼配ごとや悩みの相談先は、「⼦ども」が 65.7％と最も⾼く、次いで「かかりつけ
の医師」が 26.7％。また、「相談したりする⼈はいない」は 2.2％ 

 

通いサービス 訪問サービス 宿泊サービス 看護サービス 　無回答

438 346 113 218 79 9

100.0 79.0 25.8 49.8 18.0 2.1

現在利用している小規模多機能等のサービス

  全  体

通いサービス 訪問サービス 宿泊サービス 看護サービス 　無回答

438 194 120 197 154 75

100.0 44.3 27.4 45.0 35.2 17.1

今後利用したい小規模多機能等のサービス

  全  体

  全  体 満足 やや満足
どちらともい
えない

やや不満 不満 　無回答

346 130 125 50 18 3 20

100.0 37.6 36.1 14.5 5.2 0.9 5.8

113 45 38 15 3 1 11

100.0 39.8 33.6 13.3 2.7 0.9 9.7

218 89 57 42 12 1 17

100.0 40.8 26.1 19.3 5.5 0.5 7.8

79 35 21 10 2 1 10

100.0 44.3 26.6 12.7 2.5 1.3 12.7

通い

訪問

宿泊

看護

自分の健康
のこと

親族の健康
のこと

病気などの
時に面倒を
見てくれる
人がいない
こと

ひとり暮らし
や孤独にな
ること

生活費等経
済的なこと

安心して住
める場所が
ないこと

趣味や生き
がいがない
こと

時間的なゆ
とりがないこ
と

精神的なゆ
とりがないこ
と

その他
心配ごとや
悩みはない

　無回答

438 275 111 32 68 130 19 53 5 37 34 49 33

100.0 62.8 25.3 7.3 15.5 29.7 4.3 12.1 1.1 8.4 7.8 11.2 7.5

現在次のような心配ごとや悩みがありますか

  全  体

配偶者 子ども
その他の家
族・親族

友人・知人
となり近所
の人

自治会や町
内会の役員

民生委員・
児童委員

市や区の相
談窓口

地域包括支
援センター
（地域ケアプ
ラザ）

かかりつけ
の医師

その他
相談したり
する人はい
ない

　無回答

356 92 234 35 20 8 2 13 9 33 95 41 8 33

100.0 25.8 65.7 9.8 5.6 2.2 0.6 3.7 2.5 9.3 26.7 11.5 2.2 9.3

心配ごとや悩みごとができた場合、誰に話を聞いてもらったり、相談したりしますか

  全  体
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 ０７ 定期巡回利用者調査  

●利⽤しているサービス内容 

定期巡回利⽤者が利⽤しているサービスは、「⼀体型」が 44.5％と最も⾼く、「連携型」は 30.5％。 

 

 

●サービスの満⾜度 

定期巡回利⽤者のうち、「満⾜」「やや満⾜」は 71.5％。 

 

 

●⼼配や悩みごとの有無 

定期巡回利⽤者の⼼配ごとや悩みは、「⾃分の健康のこと」が 65.5％と最も⾼く、次いで「⽣活費
等経済的なこと」が 31.5％。また、「⼼配ごとや悩みはない」は 8.0％。 

 

 

●⼼配や悩みごとの相談先 

定期巡回利⽤者の⼼配ごとや悩みの相談先は、「⼦ども」が 55.7％と最も⾼く、次いで「かかりつ
けの医師」が 30.1％。また、「相談したりする⼈はいない」は 4.5％ 

 

 

  

一体型 連携型 わからない 　無回答

200 89 61 39 11

100.0 44.5 30.5 19.5 5.5

一体型・連携型のどちらを利用していますか

  全  体

満足 やや満足
どちらともい
えない

やや不満 不満 　無回答

200 66 77 36 8 2 11

100.0 33.0 38.5 18.0 4.0 1.0 5.5

「定期巡回サービス」にどの程度満足していますか

  全  体

自分の健康
のこと

親族の健康
のこと

病気などの
時に面倒を
見てくれる
人がいない
こと

ひとり暮らし
や孤独にな
ること

生活費等経
済的なこと

安心して住
める場所が
ないこと

趣味や生き
がいがない
こと

時間的なゆ
とりがないこ
と

精神的なゆ
とりがないこ
と

その他
心配ごとや
悩みはない

　無回答

200 131 38 21 44 63 4 29 4 20 27 16 8

100.0 65.5 19.0 10.5 22.0 31.5 2.0 14.5 2.0 10.0 13.5 8.0 4.0

心配ごとや悩み

  全  体

配偶者 子ども
その他の家
族・親族

友人・知人
となり近所
の人

自治会や町
内会の役員

民生委員・
児童委員

市や区の相
談窓口

地域包括支
援センター
（地域ケアプ
ラザ）

かかりつけ
の医師

その他
相談したり
する人はい
ない

　無回答

176 30 98 22 12 2 2 6 5 21 53 17 8 17

100.0 17.0 55.7 12.5 6.8 1.1 1.1 3.4 2.8 11.9 30.1 9.7 4.5 9.7

誰に話を聞いてもらったり、相談したりしますか

  全  体
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 ０８ 特養申込者調査   

●現在の住まい 

特養申込者の現在の住まいは、「⼀⼾建て住宅（持ち家・借地に持ち家も含む）」が 41.9％と最も
⾼く、次いで「介護⽼⼈保健施設」が 14.2％。 

 

 

●特養を希望する理由 

特養申込者が特養を希望する理由として、「専⾨的な介護が受けられて、安⼼して⽣活ができるた
め」が 32.2％と最も⾼く、次いで「要介護度が重い、認知症、⾷事・排泄ができないなど、介護
の必要性が⾼くなったため」が 30.1％。 

 

 

●施設⼊所に対する考え 

特養申込者の施設⼊所に対する考えとして、「現時点で在宅⽣活を続けることに不安があるため、
できるだけ早く⼊所したい」が 50.2％と最も⾼く、次いで「先々が⼼配なので、⼼⾝がある程度
⾃由になるうちから施設に⼊所したい」が 23.7％。 

 

●特養に⼊所したい時期 

特養申込者が特養に⼊所したい時期として、「今すぐに⼊所したい」が 48.7％と最も⾼く、次いで
「当⾯は⼊所しなくてもよいが必要なときに⼊所したい」が 20.4％。 

 

 

一戸建て住宅（持
ち家・借地に持ち
家も含む）

マンション（持ち
家）

公営住宅
アパート（民間賃
貸）

マンション（民間賃
貸）

一戸建て（民間賃
貸）

サービス付き高齢
者向け住宅

介護老人保健施
設

介護療養型医療
施設

認知症高齢者グ
ループホーム

有料老人ホーム その他 無回答

3078 1291 345 189 162 68 46 48 436 17 127 137 161 51

100.0 41.9 11.2 6.1 5.3 2.2 1.5 1.6 14.2 0.6 4.1 4.5 5.2 1.7

お住まいは、次のどれにあてはまりますか

  全  体

専門的な
介護が受
けられて、
安心して生
活ができる
ため

すぐには入
所できない
ので、早め
に申込み
をしておく
必要があ
るため

今の在宅
での生活を
続けたい
が、先々の
心配があ
るため

在宅では
施設より金
銭的な負
担が大き
いため

本人が入
所を希望し
ているため

他の施設
より安いた
め

同居者の
中に他にも
要介護者
または障
害者・病気
にかかって
いる人・乳
幼児等が
おり、介護
に負担が
かかるた
め

他の施設
に入院・入
所中だが、
退院・退所
の期限が
あるため

要介護度
が重い、認
知症、食
事・排せつ
ができない
など、介護
の必要性
が高くなっ
たため

介護者が
就労してい
るため

介護者が
育児をして
いるため

介護者が
いないため

介護者が
高齢や病
気がちで
健康状態
が良くない
ため

介護者の
精神的スト
レスが大き
いため

在宅での
生活を続
けるには、
住まいの
環境がよく
ないため

その他 無回答

3078 991 708 457 119 141 639 288 459 926 617 43 276 698 635 414 145 229

100.0 32.2 23.0 14.8 3.9 4.6 20.8 9.4 14.9 30.1 20.0 1.4 9.0 22.7 20.6 13.5 4.7 7.4

特別養護老人ホームに入所の申込みをした理由

  全  体

在宅介護サービス
を利用しながら、で
きるだけ長く在宅
で暮らし続けたい

先々が心配なの
で、心身がある程
度自由になるうち
から施設に入所し
たい

現時点で在宅生活
を続けることに不
安があるため、で
きるだけ早く入所し
たい

無回答

3078 395 729 1544 410

100.0 12.8 23.7 50.2 13.3

施設への入所に対する考え

  全  体

今すぐに入所した
い

３か月～半年くら
い先に入所したい

半年～１年先くら
いに入所したい

当面は入所しなく
てもよいが必要な
ときに入所したい

その他 無回答

3078 1499 304 228 628 163 256

100.0 48.7 9.9 7.4 20.4 5.3 8.3

特別養護老人ホームに入所したい時期

  全  体
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●特養の代わりに利⽤したいサービス 

特養の代わりに利⽤したいサービスについて、「特別養護⽼⼈ホーム以外は利⽤したくない」が
48.9％と最も⾼く、次いで「介護⽼⼈保健施設」が 19.2％。 

 

 

●申し込みに関する相談先 

特養申込者の申し込みの際の相談先として、「ケアマネジャー」が 54.8％と最も⾼く、次いで「市
役所・区役所」「地域包括⽀援センター」が 7.1％。また、「相談先がわからなかった」は 1.5％。 

 

 

●⾼齢者施設・住まいの相談センターの利⽤状況 

特養申込者の⾼齢者施設・住まいの相談センターの利⽤について、「利⽤したことがある」は
19.2％、「知らなかった」は 51.9％。 

 

 

●⾼齢者施設・住まいの相談センターを利⽤したことがない理由 

特養申込者が⾼齢者施設・住まいの相談センターを利⽤したことがない理由として、「どういった
情報を得られるのかわからない」が 35.9％と最も⾼く、次いで「相談することがない」が 21.9％。 

 

  

特別養護老人ホー
ム以外は利用した
くない

介護老人保健施
設

介護療養型医療
施設（介護医療
院）

介護付有料老人
ホーム（特定施設
入居者生活介護）

住宅型有料老人
ホーム

認知症高齢者グ
ループホーム

サービス付き高齢
者向け住宅

小規模多機能型
居宅介護

看護小規模多機
能型居宅介護

無回答

3078 1505 590 283 242 61 253 80 95 76 471

100.0 48.9 19.2 9.2 7.9 2.0 8.2 2.6 3.1 2.5 15.3

特別養護老人ホームに代わるものとして今後利用したいサービス

  全  体

市役所・区
役所に相
談した

事業者の
相談窓口
に相談した

ケアマネ
ジャーに相
談した

地域包括
支援セン
ター（地域
ケアプラ
ザ）に相談
した

高齢者施
設・住まい
の相談セ
ンター

その他

相談先が
わからず、
相談しな
かった

特に相談し
ようと思わ
なかった

無回答

3078 217 115 1687 219 198 126 45 100 371

100.0 7.1 3.7 54.8 7.1 6.4 4.1 1.5 3.2 12.1

特別養護老人ホームの入所申込についての相談先

  全  体

利用したこと
がある

知っていた
が利用した
ことはない

知らなかっ
た

無回答

3078 590 699 1598 191

100.0 19.2 22.7 51.9 6.2

「高齢者施設・住まいの相談センター」の利用経験

  全  体

相談するこ
とがないか
ら（困ってい
ないから）

どういった情
報を得られ
るのかわか
らないから
（相談できる
範囲がわか
らないから）

自宅から遠
いから

平日しか受
け付けてい
ないから

日中（９時
～17時）し
か受け付
けていない
から

忙しくて相
談する時
間がない
から

その他 無回答

699 153 251 67 91 70 121 117 38

100.0 21.9 35.9 9.6 13.0 10.0 17.3 16.7 5.4

利用したことがない理由

  全  体
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（２）事業所向け調査 

 ０９ 特別養護老人ホーム調査   

●施設を運営する上での課題 

特別養護⽼⼈ホームを運営する上での課題として、「良質な⼈材の確保が難しい」が 64.0％と最も
⾼く、次いで「⼈材の確保・定着のために⼗分な賃⾦を払えない」が 32.6％となっている。 

 

●職員の不⾜状況 

特別養護⽼⼈ホームにおける⼈材の充⾜状況は、「⼤いに不⾜」「不⾜」「やや不⾜」が 67.4％。ま
た、「適当」は 18.0％。 

 

●今後の外国⼈労働者の活⽤予定 

特別養護⽼⼈ホームで今後外国⼈労働者を活⽤する予定は、「外国⼈技能実習制度の活⽤」が
40.4％と最も⾼く、次いで「経済連携協定を活⽤」「特定技能１号を活⽤」が 19.1％。また、「活
⽤予定はない」が 22.5％。 

 

●施設運営や質の向上に必要な情報・⽀援 

特別養護⽼⼈ホームの運営や質の向上のために必要なこととして、「介護保険制度・介護報酬等に
関する情報」が 49.4％と最も⾼く、次いで「困難事例、多問題事例に関するケース情報提供、助
⾔」が 40.4％。 

 

今の介
護報酬
では、人
材の確
保・定着
のため
に十分
な賃金
を払え
ない

経営（収
支）が苦
しく、労
働条件
や労働
環境改
善をした
くても出
来ない

良質な
人材の
確保が
難しい

新規利
用者の
確保が
難しい

介護従
事者の
介護業
務に関
する知
識や技
術が不
足してい
る

介護従
事者の
介護業
務に臨
む意欲
や姿勢
に問題
がある

管理者
の指導・
管理能
力が不
足してい
る

教育・研
修の時
間が十
分に取
れない

介護従
事者間
のコミュ
ニケー
ションが
不足し
ている

経営者・
管理者
と職員
間のコ
ミュニ
ケーショ
ンが不
足してい
る

利用者
や利用
者の家
族の介
護サー
ビスに
対する
理解が
不足し
ている

介護保
険の改
正等に
ついて
の的確
な情報
や説明
が得ら
れない

指定介
護サー
ビス提
供に関
する書
類作成
が煩雑
で、時間
に追わ
れてい
る

雇用管
理等に
ついて
の情報
や指導
が不足
している

その他
特に問
題はな
い

無回答

89 29 18 57 15 7 5 7 19 6 2 1 1 19 1 4 - 17
100.0 32.6 20.2 64.0 16.9 7.9 5.6 7.9 21.3 6.7 2.2 1.1 1.1 21.3 1.1 4.5 - 19.1

運営する上での問題点

　
調査数

　
調査数

大いに
不足

不足
やや不
足

適当 過剰
当該職
種はい
ない

　
無回答

89 3 23 34 16 - - 13
100.0 3.4 25.8 38.2 18.0 - - 14.6

経済連
携協定
（ＥＰＡ）
に基づく
外国人

在留資
格介護
に基づく
外国人

外国人
技能実
習制度
に基づく
外国人

特定技
能１号
に基づく
外国人

外国人
留学
生、就
学生

その他
活用予
定はな
い

無回答

89 17 9 36 17 15 4 20 8
100.0 19.1 10.1 40.4 19.1 16.9 4.5 22.5 9.0

　
調査数

外国人労働者を活用する予定があるか

介護保
険制度・
介護報
酬等に
関する
情報

介護保
険以外
の保健・
福祉
サービ
スに関
する情
報

情報提
供・相談
等の窓
口

介護技
術・方法
に関す
る情報

認知症
ケアに
関する
情報

医療処
置を必
要とする
場合の
ケアに
関する
情報

困難事
例、多
問題事
例に関
する
ケース
情報提
供、助
言

介護予
防に関
する情
報

研修・講
座等に
関する
情報

周辺事
業所や
医療機
関に関
する情
報

定員の
空き状
況、空
室・空床
に関す
る情報

緊急時
ショート
ステイや
入院な
どの受
け入れ
先情報

事業者
連絡会
等に関
する運
営サ
ポート、
バック
アップ

ケアカン
ファレン
ス等の
運営サ
ポート、
バック
アップ

サービ
ス展開
のため
の土地・
建物に
関する
情報

その他

特に必
要な情
報・支援
はない

無回答

89 44 14 15 19 17 17 36 1 23 12 7 5 6 5 1 2 2 9
100.0 49.4 15.7 16.9 21.3 19.1 19.1 40.4 1.1 25.8 13.5 7.9 5.6 6.7 5.6 1.1 2.2 2.2 10.1

運営やサービス向上のため必要と考えられる情報・支援

　
調査数
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●地域組織との連携状況 

地域のどのような組織と連携をとっているかは、「⾃治会・町内会」が 86.5％と最も⾼く、次いで
「ボランティアグループ」が 79.8％。 

 

 

●地域との連携内容 

地域とどのような内容で連携をとっているかは、「地域の⾏事への参加」が 85.1％と最も⾼く、次
いで「施設イベントへの招待」が 74.7％。 

 

 

●虐待・ハラスメント防⽌のための⼯夫 

職員による利⽤者への虐待やハラスメントの防⽌のために実施していることは、「研修などへの参
加を促すとともに、研修内容を全職員に展開している」が 88.8％と最も⾼く、次いで「全職員の
ストレス状況を把握し、未然防⽌に役⽴てている」が 65.2％。 

 
 

  

自治会・町内
会

ボランティアグ
ループ

家族会 学校関係 企業 その他
連携をとってい
ない

無回答

89 77 71 25 58 21 6 1 1

100.0 86.5 79.8 28.1 65.2 23.6 6.7 1.1 1.1

地域のどのような組織と連携をとっているか

　
調査数

地域の行事へ
の参加

講師として指
導してもらう

施設イベントへ
の招待

小学校・中学
校の体験学習

地元商店街で
の買い物

認知症サポー
ター養成講座
の開催

災害対策・避
難訓練

その他 無回答

87 74 14 65 52 18 9 46 8 1

100.0 85.1 16.1 74.7 59.8 20.7 10.3 52.9 9.2 1.1

地域とどのような内容で連携をとっているか

　
調査数

研修などへの
参加を促すとと
もに、研修内容
を全職員に展
開している

ミーティング時
に虐待防止マ
ニュアル等を全
職員で確認し
ている

講師を招いて、
研修を行うなど
全職員への啓
発活動をおこ
なっている

他施設での事
例等を全職員
間で分析し、要
因について共
有する研修を
行っている

全職員のストレ
ス状況を把握
し、未然防止に
役立てている

気軽に相談が
できる窓口を整
えている

その他
特に行ってい
ない

無回答

89 79 43 21 16 58 34 3 1 3

100.0 88.8 48.3 23.6 18.0 65.2 38.2 3.4 1.1 3.4

職員による利用者への虐待防止のための工夫

　
調査数
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 １０ 介護老人保健施設調査   

●施設を運営する上での課題 

⽼健を運営する上での課題として、「良質な⼈材の確保が難しい」が 60.0％と最も⾼く、次いで「⼈
材の確保・定着のために⼗分な賃⾦を払えない」が 37.5％となっている。 

 

●職員の不⾜状況 

⽼健における⼈材の充⾜状況は、「⼤いに不⾜」「不⾜」「やや不⾜」が 72.5％。また、「適当」は
17.5％。 

 

●今後の外国⼈労働者の活⽤予定 

⽼健において今後外国⼈労働者を活⽤する予定は、「外国⼈技能実習制度の活⽤」が 25.0％と最も
⾼く、次いで「経済連携協定を活⽤」「特定技能１号を活⽤」が 10.0％。また、「活⽤予定はない」
が 32.5％。 

 

●施設運営や質の向上に必要な情報・⽀援 

⽼健の運営や質の向上のために必要なこととして、「介護保険制度・介護報酬等に関する情報」が
50.0％と最も⾼く、次いで「困難事例、多問題事例に関するケース情報提供、助⾔」が 32.5％。 

 

  

今の介
護報酬
では、人
材の確
保・定着
のため
に十分
な賃金
を払え
ない

経営（収
支）が苦
しく、労
働条件
や労働
環境改
善をした
くても出
来ない

良質な
人材の
確保が
難しい

新規利
用者の
確保が
難しい

介護従
事者の
介護業
務に関
する知
識や技
術が不
足してい
る

介護従
事者の
介護業
務に臨
む意欲
や姿勢
に問題
がある

管理者
の指導・
管理能
力が不
足してい
る

教育・研
修の時
間が十
分に取
れない

介護従
事者間
のコミュ
ニケー
ションが
不足し
ている

経営者・
管理者
と職員
間のコ
ミュニ
ケーショ
ンが不
足してい
る

経営者・
管理者
と職員
間のコ
ミュニ
ケーショ
ンが不
足してい
る

介護保
険の改
正等に
ついて
の的確
な情報
や説明
が得ら
れない

指定介
護サー
ビス提
供に関
する書
類作成
が煩雑
で、時間
に追わ
れてい
る

雇用管
理等に
ついて
の情報
や指導
が不足
している

その他
特に問
題はな
い

　
無回答

40 15 8 24 10 3 2 - 5 3 2 1 - 7 - 1 - 9
100.0 37.5 20.0 60.0 25.0 7.5 5.0 - 12.5 7.5 5.0 2.5 - 17.5 - 2.5 - 22.5

　
調査数

施設を運営する上での問題点

　
調査数

大いに
不足

不足
やや不
足

適当 過剰
当該職
種はい
ない

　
無回答

40 2 8 19 7 - - 4
100.0 5.0 20.0 47.5 17.5 - - 10.0

経済連
携協定
（ＥＰＡ）
に基づく
外国人

在留資
格介護
に基づく
外国人

外国人
技能実
習制度
に基づく
外国人

特定技
能１号
に基づく
外国人

外国人
留学
生、就
学生

その他
活用予
定はな
い

　
無回答

40 4 2 10 4 3 6 13 5
100.0 10.0 5.0 25.0 10.0 7.5 15.0 32.5 12.5

　
調査数

外国人労働者を活用する予定について

介護保
険制度・
介護報
酬等に
関する
情報

介護保
険以外
の保健・
福祉
サービ
スに関
する情
報

情報提
供・相談
等の窓
口

介護技
術・方法
に関す
る情報

認知症
ケアに
関する
情報

医療処
置を必
要とする
場合の
ケアに
関する
情報

困難事
例、多
問題事
例に関
する
ケース
情報提
供、助
言

介護予
防に関
する情
報

研修・講
座等に
関する
情報

周辺事
業所や
医療機
関に関
する情
報

定員の
空き状
況、空
室・空床
に関す
る情報

緊急時
ショート
ステイや
入院な
どの受
け入れ
先情報

事業者
連絡会
等に関
する運
営サ
ポート、
バック
アップ

ケアカン
ファレン
ス等の
運営サ
ポート、
バック
アップ

サービ
ス展開
のため
の土地・
建物に
関する
情報

その他

特に必
要な情
報・支援
はない

　
無回答

40 20 5 7 11 4 7 13 - 9 12 1 3 4 - - 2 - 3
100.0 50.0 12.5 17.5 27.5 10.0 17.5 32.5 - 22.5 30.0 2.5 7.5 10.0 - - 5.0 - 7.5

　
調査数

運営やサービス向上のため必要な情報や支援
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●地域組織との連携状況 

地域のどのような組織と連携をとっているかは、「⾃治会・町内会」が 87.5％と最も⾼く、次いで
「ボランティアグループ」が 70.0％。 

 

 

●地域との連携内容 

地域とどのような内容で連携をとっているかは、「施設イベントへの招待」が 76.9％と最も⾼く、
次いで「地域の⾏事への参加」が 71.8％。 

 

 

●虐待・ハラスメント防⽌のための⼯夫 

職員による利⽤者への虐待やハラスメントの防⽌のために実施していることは、「研修などへの参
加を促すとともに、研修内容を全職員に展開している」が 82.5％と最も⾼く、次いで「全職員の
ストレス状況を把握し、未然防⽌に役⽴てている」が 57.5％。 

 
  

自治会・町内会
ボランティアグ
ループ

家族会 学校関係 企業 その他
連携をとっていな
い

　
無回答

40 35 28 4 25 3 6 - 1

100.0 87.5 70.0 10.0 62.5 7.5 15.0 - 2.5

　
調査数

連携をとっている地域の組織

地域の行事への
参加

講師として指導し
てもらう

施設イベントへの
招待

小学校・中学校の
体験学習

地元商店街での
買い物

認知症サポーター
養成講座の開催

災害対策・避難訓
練

その他
　
無回答

39 28 4 30 19 3 3 17 6 1

100.0 71.8 10.3 76.9 48.7 7.7 7.7 43.6 15.4 2.6

　
調査数

地域と連携をとっている内容

研修などへの参加
を促すとともに、研
修内容を全職員に
展開している

ミーティング時に
虐待防止マニュア
ル等を全職員で確
認している

講師を招いて、研
修を行うなど全職
員への啓発活動を
おこなっている

他施設での事例
等を全職員間で分
析し、要因につい
て共有する研修を
行っている

全職員のストレス
状況を把握し、未
然防止に役立てて
いる

気軽に相談ができ
る窓口を整えてい
る

その他 特に行っていない
　
無回答

40 33 16 9 6 23 15 3 - 1

100.0 82.5 40.0 22.5 15.0 57.5 37.5 7.5 - 2.5

　
調査数

職員による利用者への虐待やハラスメント防止の工夫
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 １１ 介護サービス事業所（居住系）調査   

●事業所を運営する上での課題 

介護サービス事業所を運営する上での課題として、「良質な⼈材の確保が難しい」が 44.1％と最も
⾼く、次いで「⼈材の確保・定着のために⼗分な賃⾦を払えない」が 28.1％となっている。 

 

●職員の不⾜状況 

介護サービス事業所における⼈材の充⾜状況は、「⼤いに不⾜」「不⾜」「やや不⾜」が 50.3％。ま
た、「適当」は 24.8％。 

 
●今後の外国⼈労働者の活⽤予定 

介護サービス事業所において今後外国⼈労働者を活⽤する予定は、「外国⼈技能実習制度の活⽤」
が 20.5％と最も⾼く、次いで「在留資格介護を活⽤」が 16.2％。また、「活⽤予定はない」が 42.5％。 

 
●事業所運営や質の向上に必要な情報・⽀援 

介護サービス事業所の運営や質の向上のために必要なこととして、「困難事例、多問題事例に関す
るケース情報提供、助⾔」が 32.4％と最も⾼く、次いで「認知症ケアに関する情報」が 30.4％。 

 

 

今の介
護報酬
では、人
材の確
保・定着
のため
に十分
な賃金
を払え
ない

経営（収
支）が苦
しく、労
働条件
や労働
環境改
善をした
くても出
来ない

良質な
人材の
確保が
難しい

新規利
用者の
確保が
難しい

介護従
事者の
介護業
務に関
する知
識や技
術が不
足してい
る

介護従
事者の
介護業
務に臨
む意欲
や姿勢
に問題
がある

管理者
の指導・
管理能
力が不
足してい
る

教育・研
修の時
間が十
分に取
れない

介護従
事者間
のコミュ
ニケー
ションが
不足し
ている

経営者・
管理者
と職員
間のコ
ミュニ
ケーショ
ンが不
足してい
る

経営者・
管理者
と職員
間のコ
ミュニ
ケーショ
ンが不
足してい
る

介護保
険の改
正等に
ついて
の的確
な情報
や説明
が得ら
れない

指定介
護サー
ビス提
供に関
する書
類作成
が煩雑
で、時間
に追わ
れてい
る

雇用管
理等に
ついて
の情報
や指導
が不足
している

その他
特に問
題はな
い

　無回
答

395 111 43 174 36 51 32 19 91 10 11 20 7 44 3 4 14 112

100.0 28.1 10.9 44.1 9.1 12.9 8.1 4.8 23.0 2.5 2.8 5.1 1.8 11.1 0.8 1.0 3.5 28.4

調査数

施設を運営する上での問題点

調査数
大いに
不足

不足
やや不

足
適当 過剰

当該職
種はい
ない

　無回
答

395 19 61 119 98 - 6 92

100.0 4.8 15.4 30.1 24.8 - 1.5 23.3

経済連
携協定
（ＥＰＡ）
に基づく
外国人

在留資
格介護
に基づく
外国人

外国人
技能実
習制度
に基づく
外国人

特定技
能１号
に基づく
外国人

外国人
留学
生、就
学生

その他
活用予
定はな
い

　無回
答

395 31 64 81 41 14 24 168 84

100.0 7.8 16.2 20.5 10.4 3.5 6.1 42.5 21.3

調査数

外国人労働者を活用する予定について

介護保
険制度・
介護報
酬等に
関する
情報

介護保
険以外
の保健・
福祉
サービ
スに関
する情
報

情報提
供・相談
等の窓
口

介護技
術・方法
に関す
る情報

認知症
ケアに
関する
情報

医療処
置を必
要とする
場合の
ケアに
関する
情報

困難事
例、多
問題事
例に関
する
ケース
情報提
供、助
言

介護予
防に関
する情
報

研修・講
座等に
関する
情報

周辺事
業所や
医療機
関に関
する情
報

定員の
空き状
況、空
室・空床
に関す
る情報

緊急時
ショート
ステイや
入院な
どの受
け入れ
先情報

事業者
連絡会
等に関
する運
営サ
ポート、
バック
アップ

ケアカン
ファレン
ス等の
運営サ
ポート、
バック
アップ

サービ
ス展開
のため
の土地・
建物に
関する
情報

その他

特に必
要な情
報・支援
はない

　無回
答

395 114 54 40 98 120 62 128 15 96 36 42 30 20 20 6 6 8 52

100.0 28.9 13.7 10.1 24.8 30.4 15.7 32.4 3.8 24.3 9.1 10.6 7.6 5.1 5.1 1.5 1.5 2.0 13.2

調査数

運営やサービス向上のため必要な情報や支援
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 １２ 介護サービス事業所（居住系以外）調査   

●職員の不⾜状況 

その他の介護サービス事業所における⼈材の充⾜状況は、「⼤いに不⾜」「不⾜」「やや不⾜」が
48.8％。また、「適当」は 23.3％。 

 

●職員が不⾜している理由 

その他の介護サービス事業所において⼈材が不⾜している理由は、「採⽤が困難である」が 86.0％
と最も⾼く、次いで「離職率が⾼い（定着率が低い）」が 21.3％。 

 
●職員の採⽤が困難な原因 

その他の介護サービス事業所において⼈材の採⽤が困難な原因は、「同業他社との⼈材獲得競争が
厳しい」が 62.7％と最も⾼く、次いで「他産業に⽐べて、労働要件が良くない」が 54.5％。 

 
●職員の採⽤の際に⼯夫していること 

その他の介護サービス事業所において職員の採⽤の際に⼯夫していることは、「介護資格や介護経
験の有無にこだわらないようにしている」が 44.5％と最も⾼く、次いで「求⼈に際し、仕事その
ものの魅⼒や労働条件を掲載する等求⼈内容を⼯夫している」が 44.1％。 

 

調査数 大いに不足 不足 やや不足 適当 過剰
当該職種はい

ない
無回答

1666 283 341 363 362 6 142 169

100.0 17.0 20.5 21.8 21.7 0.4 8.5 10.1

1666 60 163 239 534 12 246 412

100.0 3.6 9.8 14.3 32.1 0.7 14.8 24.7

1666 20 55 128 524 9 379 551

100.0 1.2 3.3 7.7 31.5 0.5 22.7 33.1

1666 33 93 162 300 7 528 543

100.0 2.0 5.6 9.7 18.0 0.4 31.7 32.6

1666 25 57 76 292 3 638 575

100.0 1.5 3.4 4.6 17.5 0.2 38.3 34.5

1666 27 85 211 537 7 275 524

100.0 1.6 5.1 12.7 32.2 0.4 16.5 31.5

1666 150 227 436 388 6 13 446

100.0 9.0 13.6 26.2 23.3 0.4 0.8 26.8

介護支援専門員

その他職員

全体

介護職員

看護職員

生活相談員

PT・OT・ST等

採用が困難である
離職率が高い（定着
率が低い）

事業拡大によって必
要人数が増大した

その他 無回答

813 699 173 109 92 5

100.0 86.0 21.3 13.4 11.3 0.6

「全体でみた場合」で、不足している理由

　
調査数

他産業に比べて、労
働要件が良くない

景気が良いため、介
護業界へ人材が集ま
らない

同業他社との人材獲
得競争が厳しい

その他 わからない 無回答

699 381 265 438 146 31 4

100.0 54.5 37.9 62.7 20.9 4.4 0.6

職員の採用が困難な原因

　
調査数

ハローワークや福祉
人材センターを頻繁に
訪れている

求人に際し、仕事その
ものの魅力や労働条
件を掲載する等求人
内容を工夫している

職員や知人と連絡を
密にとり、人材につい
ての情報の提供を受
けている

採用について、従来よ
り多くコストをかけてい
る

自事業所の理念やア
ピールポイントをHP
等を介して対外的に
発信している

介護資格や介護経験
の有無にこだわらない
ようにしている

福祉系の教育機関出
身者にこだわらないよ
うにしている

新規学卒者や若手に
こだわらないようにし
ている

1666 475 734 721 339 551 741 531 623

100.0 28.5 44.1 43.3 20.3 33.1 44.5 31.9 37.4

職員の採用に際しての工夫

　
調査数

近隣の事業所と連携
し、採用に関し情報交
換をしている

福祉系教育機関への
働きかけを積極的に
行っている

採用説明会や職場体
験を実施している

内定後のフォローを
しっかり行っている

くるみん認定、その他
国や地方自治体の認
定等を取得している

子育て支援を行ってい
る（子供預かり所を設
ける、保育費用支援
等）

その他
特に行っていな
い

無回答

197 123 264 391 22 170 86 98 76

11.8 7.4 15.8 23.5 1.3 10.2 5.2 5.9 4.6
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●サービスの質の向上のための取組 

その他の介護サービス事業所においてサービスの質の向上のために取り組んでいることは、「事故
防⽌のためにヒヤリハット事例の収集・共有を図っている」が 80.7％と最も⾼く、次いで「管理
者が直接サービス提供の状況を確認し指導している」が 72.6％。 

  

●職員の研修や資格取得についての取組 

その他の介護サービス事業所において職員の研修や資格取得について取り組んでいることは、「⾃
事業所で研修を実施している」が 80.4％と最も⾼く、次いで「外部の研修への参加を奨励してい
る（費⽤は事業所負担）」が 55.5％。 

 

●ケアマネジャーと連携する上での課題 

その他の介護サービス事業所におけるケアマネとの連携課題として、「ケアマネが利⽤者の状況を
把握できていない」が 34.5％と最も⾼く、次いで「利⽤者のニーズとケアマネの依頼内容にズレ
がある」が 32.1％。また、「課題は特にない」が 35.9％。 

 
●医療機関との連携についての取組 

その他の介護サービス事業所における医療機関との連携について取り組んでいることは、「医療機
関から利⽤者の健康管理や処置について助⾔を受けている」が 44.8％と最も⾼く、次いで「緊急
時の対応」が 34.2％。 

 

管理者が直接サービ
ス提供の状況を確認
し指導している

サービス提供のガイド
ライン、マニュアルを
作成している

現場のスタッフが自発
的に多問題事例等に
関するケース検討会
などを行っている（現
場スタッフに任せてい
る）

事故防止のためにヒ
ヤリハット事例の収
集・共有を図っている

利用者や家族に対し
満足度調査を行って
いる

積極的に外部評価を
受けている（介護サー
ビス情報の公開を除く
ISO 、第三者評価  な
ど）

その他 特に行っていない 無回答

1666 1209 1063 660 1345 677 207 69 53 38

100.0 72.6 63.8 39.6 80.7 40.6 12.4 4.1 3.2 2.3

サービスの質の向上のための取組について

　
調査数

自事業所で研修を実
施している

外部の研修機関に委
託して実施している
（費用は事業所負担）

外部の研修への参加
を奨励している（費用
は事業所負担）

外部の研修への参加
費（自己負担）の補助
を行っている

その他 特に行っていない 無回答

1666 1339 266 925 655 62 74 37

100.0 80.4 16.0 55.5 39.3 3.7 4.4 2.2

職員の研修や資格取得についての取組

　
調査数

利用者
が要求
する
サービ
ス内容
と実際
の依頼
内容に
ずれが
ある

利用者
の情報
がない
ため、個
別の
サービ
ス計画
がたてら
れない

利用者
の既往
症や病
気など
の情報
がない
ため

利用者
がケア
マネ
ジャーを
介在せ
ずに直
接予定
変更を
伝えてく
る

ケアマ
ネジャー
とのやり
とりが煩
雑

ケアマ
ネジャー
が利用
者の状
況を十
分把握
していな
い

その他

連携は
うまく
いってお
り、特に
課題は
ない

無回答

1666 534 230 347 400 215 574 107 598 81
100.0 32.1 13.8 20.8 24.0 12.9 34.5 6.4 35.9 4.9

　
調査数

ケアマネジャーとの連携での課題

医療機関から利用者
の健康管理や処置に
ついて助言を受けてい
る

在宅医療連携拠点に
相談している

往診をしてくれる医
師・医療機関がある

急変時の受入を依頼
できる病院を確保して
いる

提携病院があり、一
般的な入院を受け入
れてもらっている

職員研修 緊急時の対応 その他 連携していない 無回答

1666 747 139 541 187 147 252 569 45 346 102

100.0 44.8 8.3 32.5 11.2 8.8 15.1 34.2 2.7 20.8 6.1

医療機関との連携についての取組

　
調査数
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●介護保険サービス以外で、今後必要になる⽀援 

今後必要になる⽀援として、「⾒守り・安否確認」が 20.4％と最も⾼く、次いで「通いの場への送
迎」が 19.2％。また、「特になし」が 21.2％。 

 

  

調査数

通いの
場（体
操・運
動・趣味
などの
活動、
食事会
などの
定期的
な交流）

通いの
場への
送迎

通院・福
祉事業
所・役所
の送迎

通院・福
祉事業
所・役所
の送迎
前後の
付き添
い

栄養改
善を目
的とした
配食

見守り・
安否確
認

緊急時
の通報
システ
ム

ごみ出
し

生活援
助（掃
除・洗
濯・買い
物・調理
など）

話し相
手

訪問に
よる理
美容

歯科な
どの訪
問診療

介護等
が必要
になった
場合の
住宅改
造

紙おむ
つの購
入

その他 特になし 無回答

1666 290 320 289 248 118 340 230 184 119 209 89 71 63 43 19 354 557
100.0 17.4 19.2 17.3 14.9 7.1 20.4 13.8 11.0 7.1 12.5 5.3 4.3 3.8 2.6 1.1 21.2 33.4
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 １３ 居宅介護支援事業所調査   

●給付管理表の提出件数 

居宅介護⽀援事業所における給付管理表の平均提出件数は、25.52。 

 

●職員の不⾜状況 

居宅介護⽀援事業所における⼈材の充⾜状況は、「⼤いに不⾜」「不⾜」「やや不⾜」が 31.8％。ま
た、「適当」は 64.7％、「過剰」は 1.6％。 

 

●職員が不⾜している理由 

居宅介護⽀援事業所における職員が不⾜している理由は、「採⽤が困難である」が 73.0％と最も⾼
い。 

 

●職員の採⽤が困難な原因 

居宅介護⽀援事業所における職員の採⽤が困難な原因は、「他産業に⽐べて、労働要件が良くない」
が 66.7％と最も⾼く、次いで「同業他社との⼈材獲得競争が厳しい」が 43.7％。 

  
 

●利⽤者からの相談や苦情への対応⽅法 

居宅介護⽀援事業所における利⽤者からの相談や苦情への対応⽅法は、「苦情対応マニュアルを作
成している」が 74.0％と最も⾼く、次いで「相談・苦情専⾨の担当を設けている（交代制も含む）」
が 72.2％。 

 
 

合計 平均

558 14242.46 25.52
100.0 100.00

調査数

給付管理表の平均提出件数

　
調査数

大いに不
足

不足 やや不足 適当 過剰
当該職種
はいない

　
無回答

580 28 75 82 375 9 4 7

100.0 4.8 12.9 14.1 64.7 1.6 0.7 1.2

採用が困難である
離職率が高い（定
着率が低い）

事業拡大によっ
て必要人数が増
大した

その他 　無回答

185 135 25 26 31 -

100.0 73.0 13.5 14.1 16.8 -

不足している理由

調査数

他産業に比べて、
労働要件が良くな
い

景気が良いため、
介護業界へ人材が
集まらない

同業他社との人
材獲得競争が厳
しい

その他 わからない 　無回答

135 90 29 59 29 6 3

100.0 66.7 21.5 43.7 21.5 4.4 2.2

職員の採用が困難な原因

調査数

相談・苦情専門の
担当を設けている
（交代制も含む）

相談・苦情のデータ
ベースを作成してい
る

苦情対応マニュ
アルを作成して
いる

利用者アンケー
トなどを実施して
いる

法人として第三
者委員等を設置
している

専門対応は設け
ていないが、個
別に迅速に対応
している

意見箱・苦情受
付箱の設置

その他 　無回答

580 419 131 429 250 135 194 77 12 1

100.0 72.2 22.6 74.0 43.1 23.3 33.4 13.3 2.1 0.2

利用者からの相談や苦情への対応方法

調査数
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●ケアマネジャーの質の向上のための取組 

ケアマネの質の向上のための取組として、「介護保険制度に関する情報収集・研修の強化」が 84.8％
と最も⾼く、次いで「地域包括⽀援センターや区・市との連携強化」が 74.7％。 

 

 

●ケアマネ業務を⾏う上で必要な情報 

業務上必要な情報として、「地域のインフォーマルサービスの情報」が 86.9％と最も⾼く、次いで
「介護保険制度・介護報酬等に関する情報」が 85.5％。 

 

 
  

介護保険
制度に関
する情報
収集・研
修の強化

介護保険
以外の保
健・福祉
事業に関
する情報
収集・研
修の強化

ケアマネ
ジメント技
術に関す
る情報収
集・研修
の強化

サービス
提供事業
所に関す
る情報収
集

事業者連
絡会等へ
の積極的
な参加促
進

事業所内
での情報
共有促進
（定例会
議、デー
タベース
作成等）

ケースカ
ンファレン
ス等個別
事例毎の
検討・助
言体制づ
くり

第三者評
価、外部
監査等の
積極的な
活用

地域包括
支援セン
ター（地域
ケアプラ
ザ）や区・
市との連
携強化

その他 　無回答

580 492 394 425 309 333 283 308 56 433 17 3

100.0 84.8 67.9 73.3 53.3 57.4 48.8 53.1 9.7 74.7 2.9 0.5

調査数

ケアマネジャー業務の質の向上を図るための取り組み

介護保険
制度・介
護報酬等
に関する
情報

介護保険
以外の保
健・福祉
サービス
に関する
情報

地域のイ
ンフォー
マルサー
ビスの情
報

ケアマネ
ジメント技
術に関す
る情報

認知症ケ
アに関す
る情報

介護予防
に関する
情報

サービス
提供事業
所に関す
る情報

定員の空
き状況、
空室・空
床に関す
る情報

ケアマネ
ジャーを
対象とし
た研修・
講座等に
関する情
報

地域ケア
会議に関
する情報

事業者連
絡会等に
関する情
報

個別のケ
アマネジ
メント事例
（困難事
例を含
む）

多職種連
携に関す
る情報

情報提
供・相談
等の窓口

地域の医
療機関等
に関する
情報

その他 特になし 　無回答

580 496 457 504 384 336 280 347 262 369 244 252 298 364 225 393 13 3 4

100.0 85.5 78.8 86.9 66.2 57.9 48.3 59.8 45.2 63.6 42.1 43.4 51.4 62.8 38.8 67.8 2.2 0.5 0.7

調査数

ケアマネジャー業務を行う上で、必要な情報
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 １４ 地域ケアプラザ調査   

●介護予防⽀援業務の担当件数 

地域包括⽀援センターにおける介護予防⽀援業務の平均担当件数は、「要⽀援１」で 78.4、「要⽀
援２」で 135.5。 

 

 

●介護予防⽀援・介護予防ケアマネジメント業務の課題 

課題として、「委託を受ける居宅介護⽀援事業者が少ない」が 68.0％と最も⾼く、次いで「暫定プ
ランが⽴てにくい」が 44.3％。 

 

●総合相談・⽀援業務の課題 

課題として、「訪問による相談・⽀援が思うようにできない」が 62.3％と最も⾼く、次いで「夜間
の相談件数が少ない（必要性が乏しい）」が 60.7％。 

 

●権利擁護業務の課題 

課題として、「⽀援困難事例等への対応⼒」「経済的問題に対する対応」が 50.0％と最も⾼く、次
いで「地域福祉権利擁護事業の提供量が少ない」が 34.4％。 

 

利用者に
介護予防
を理解し
てもらうの
が困難

委託を受
ける居宅
介護支援
事業者が
少ない／
無い

認定結果
が出る前
の暫定プ
ランが立
てにくい
（作業後
に要介護
となった
場合無報
酬）

インフォー
マルサー
ビスが不
足してい
る

介護予防
プランを
作成する
ための知
識・技術
を習得す
る機会が
不足して
いる

委託先の
ケアマネ
ジャーが
作成した
ケアプラ
ンへの指
導がしに
くい

委託先の
ケアマネ
ジャーが
介護予防
を理解し
ていない

サービス
提供事業
者がみつ
からない

その他 特になし 　無回答

122 38 83 54 32 12 47 22 23 13 - 3

100.0 31.1 68.0 44.3 26.2 9.8 38.5 18.0 18.9 10.7 - 2.5

介護予防支援・介護予防ケアマネジメント業務の課題

調査数

地域包括
支援セン
ターの存
在・役割
が利用
者・高齢
者に十分
に周知さ
れていな
い

三職種
（社会福
祉士・保
健師等・
主任ケア
マネ
ジャー）間
の連携

生活支援
コーディ
ネーター・
地域活動
交流コー
ディネー
ターとの
連携

制度改正
が複雑・
頻繁なこ
とから、利
用者への
説明が追
いつかな
い

制度改正
が複雑・
頻繁なこ
とから、職
員の習熟
度を上げ
るのが困
難

平日・土
曜日の夜
間の相談
件数が少
ない（窓
口を空け
る必要性
に乏しい）

行政から
の情報提
供が少な
く、伝達が
体系化さ
れていな
い

業務が繁
忙で訪問
による相
談・支援
が思うよ
うにできな
い

区役所か
らのケー
ス引継ぎ
が不十分
である

その他 特になし 　無回答

122 43 14 21 24 21 74 9 76 13 14 - 3

100.0 35.2 11.5 17.2 19.7 17.2 60.7 7.4 62.3 10.7 11.5 - 2.5

調査数

総合相談・支援業務の課題

成年後見
制度等の
権利擁護
に関する
知識が足
りない

成年後見
制度等の
権利擁護
に関する
広報が足
りていな
い

地域福祉
権利擁護
事業（区
社協あん
しんセン
ター）の
サービス
提供量が
少ない

地域包括
支援セン
ターとして
の高齢者
虐待への
関わり方

弁護士、
医師等の
専門家と
連携した
対応

支援困難
事例等へ
の対応力
（複雑な
家族関係
に介入す
る知識・
経験など）

経済的問
題に対す
る対応
（生活困
窮・経済
的虐待・
消費者被
害など）

三職種
（社会福
祉士・保
健師等・
主任ケア
マネ
ジャー）が
連携・協
議する時
間少ない

その他 特になし 　無回答

122 16 31 42 30 36 61 61 21 12 - 3

100.0 13.1 25.4 34.4 24.6 29.5 50.0 50.0 17.2 9.8 - 2.5

調査数

権利擁護業務の課題
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●包括的・継続的ケアマネジメント⽀援の課題 

課題として、「介護・福祉にとどまらない地域課題の解決に向けた知識・経験の不⾜」が 39.3％と
最も⾼く、次いで「地域のインフォーマルサービスの開発⽀援・育成⽀援・連携⽀援の知識・経
験が少ない」が 37.7％。 

 

 

●実施した包括的・継続的ケアマネジメント⽀援 

これまでに実施した包括的・継続的ケアマネジメント⽀援は、「現任ケアマネジャー向け研修会等」
が 95.1％と最も⾼く、次いで「新任・就労予定ケアマネジャー向け研修会等」が 91.0％。 

 
 

●地域で必要な⽣活⽀援 

必要な⽣活⽀援として、「通いの場への送迎」が 72.1％と最も⾼く、次いで「⾒守り・安否確認」
が 60.7％。 

 

 

地域連携
の成功事
例の蓄
積、相互
の情報提
供が少な
く、参考に
できるも
のが少な
い

診療所医
師との関
係づくり

歯科医師
との関係
づくり

薬剤師と
の関係づ
くり

病院の医
療ソー
シャル
ワーカー
との関係
づくり

在宅医療
連携拠点
との関係
づくり

ケアマネ
ジャーか
ら相談を
受けた際
にヒントを
与えられ
るような
知識・経
験が少な
い

地域のイ
ンフォー
マルサー
ビスの開
発支援・
育成支
援・連携
支援の知
識・経験
が少ない

介護・福
祉にとど
まらない
地域課題
の解決に
向けた知
識・経験
が少ない

担当圏域
内の要援
護者情報
や既存の
社会資源
の情報が
不足して
いる

三職種
（社会福
祉士・保
健師等・
主任ケア
マネ
ジャー）間
の連携

生活支援
コーディ
ネーター・
地域活動
交流コー
ディネー
ターとの
連携

その他 特になし 　無回答

122 36 38 11 7 18 16 13 46 48 17 16 12 9 5 3

100.0 29.5 31.1 9.0 5.7 14.8 13.1 10.7 37.7 39.3 13.9 13.1 9.8 7.4 4.1 2.5

調査数

包括的・継続的ケアマネジメント支援の課題

居宅介護支
援事業所へ
の訪問

ケアマネ
ジャーのニー
ズ把握

現任ケアマ
ネジャー向け
研修会等

新任・就労予
定ケアマネ
ジャー向け研
修会等

医師会・診療
所医師への
アプローチ

医療ソーシャ
ルワーカーへ
のアプローチ

ボランティア
団体・ＮＰＯ
等へのアプ
ローチ

在宅医療連
携拠点への
アプローチ

122 101 94 116 111 85 76 56 75

100.0 82.8 77.0 95.1 91.0 69.7 62.3 45.9 61.5

調査数

これまでに実施した包括的・継続的ケアマネジメント支援

関係機関の
意見交換会
の場の設定

関係機関と
の情報共有
のための
ルールづくり

ケアマネ
ジャー同士
のネットワー
ク構築

プラン立案・
振り返りの相
談支援

地域の社会
資源マップの
作成

サービス担
当者会議開
催支援

事例検討会
（困難事例を
含む）

その他 　無回答

101 37 102 75 59 104 99 8 -

82.8 30.3 83.6 61.5 48.4 85.2 81.1 6.6 -

通いの場
（体操・運
動・趣味
などの活
動、食事
会などの
定期的な
交流）

通いの場
への送迎

通院・福
祉施設・
役所の送
迎

通院・福
祉施設・
役所の送
迎前後の
付き添い

栄養改善
を目的と
した配食

見守り・
安否確認

緊急時の
通報シス
テム

ごみ出し

生活援助
（掃除、洗
濯、買い
物、調理
など）

話し相手
訪問によ
る理美容

歯科など
の訪問診
療

介護等が
必要に
なった場
合の住宅
改造

紙おむつ
の購入

その他 特になし 　無回答

122 53 88 51 51 14 74 27 31 52 42 - 2 1 - 4 - 8

100.0 43.4 72.1 41.8 41.8 11.5 60.7 22.1 25.4 42.6 34.4 - 1.6 0.8 - 3.3 - 6.6

調査数

所管する圏域で、今後充実が必要だと思う活動やサービス
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●区役所に期待すること 

区役所の社会福祉職・保健師に期待することは、「⽀援困難事例への対応」が 99.2％と最も⾼く、
次いで「虐待が認められる・虐待のおそれのあるケースへの対応」「精神疾患の⽅への対応」が
94.3％。 

 

 

●地域包括ケアシステムの構築に向けた課題 

地域包括ケアシステムの構築に向けて優先度の⾼い課題は、「介護従事者の⼈材確保」が 32.0％と
最も⾼く、次いで「多様な⽣活⽀援・サービスの提供」が 27.9％。 

 
  

①支援困難
事例への対
応

②ケースカン
ファレンス

③苦情相談
への対応

④介護保険
以外のサー
ビスや制度
の利用

⑤介護保険
法で判断に
困るとき

⑥医療・健康
状態などの
相談・助言

⑦虐待が認
められる・虐
待のおそれ
のあるケース
への対応

⑧精神疾患
の方への対
応

⑨地域課題
の解決に向
けた地域ケ
ア会議の支
援

⑩その他 　無回答

122 121 96 88 76 76 72 115 115 102 11 -

100.0 99.2 78.7 72.1 62.3 62.3 59.0 94.3 94.3 83.6 9.0 -

区役所の社会福祉職・保健師に期待すること

調査数

多様な在宅
介護サービ
スを提供でき
る事業所の
整備

介護従事者
の人材確保

医療・介護の
連携を含む
在宅医療体
制の構築

在宅医療人
材の確保・育
成

介護予防に
取り組む市
民意識の醸
成

介護予防人
材の育成及
び支援

多様な生活
支援・サービ
スの提供

122 17 39 15 2 24 19 34

100.0 13.9 32.0 12.3 1.6 19.7 15.6 27.9

調査数

高齢社会の進展を踏まえ、地域包括ケアシステムの構築に向けて優先度の高い課題

高齢者の
ニーズに応じ
た施設や住
まいの提供

認知症への
地域の理解

高齢者の社
会参加の機
会の創出

高齢者本人・
家族の主体
的な意思決
定の支援

その他 特になし 　無回答

6 27 33 8 7 - 5

4.9 22.1 27.0 6.6 5.7 - 4.1
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 １５ 認知症医療に関する調査   

●認知症の診療状況 

認知症の診療状況について、「診療を⾏っている」医療機関は 35.7％、「診療を⾏っていない」医
療機関は 61.6％。 

 

●認知症の診療科 

認知症の診療をする診療科は、「内科」が 67.2%と最も⾼く、次いで「脳神経外科」が 21.8％。 

 

●鑑別診断の状況 

認知症診療を⾏っている医療機関の鑑別診断状況について、「実施している」医療機関は 70.7％、
「実施していない」医療機関は 28.7％。 

 

●鑑別診断の実施⽅法 

鑑別診断の実施⽅法は、「⾃院で実施している」が 31.1％、「他院と連携で実施している」が 71.1％。 

 

●鑑別診断の検査⽅法（知的機能検査） 

鑑別診断で実施可能な知的機能検査は、「⻑⾕川式簡易知能評価スケール」が 93.5％、「MMSE」
は 42.2％。 

 

●鑑別診断の検査⽅法（画像診断） 

鑑別診断で実施する画像診断は、他院に依頼する「MRI」が 67.6％と最も⾼く、次いで他院に依
頼する「CT」が 51.8％。 

 

診療を行っ
ている

診療を行っ
ていない

  無回答

1452 519 895 38

100.0 35.7 61.6 2.6

認知症診療を行っているか
　
調査数

内科 精神科
脳神経外
科

心療内科 神経内科 その他   無回答

519 349 53 113 66 46 13 3

100.0 67.2 10.2 21.8 12.7 8.9 2.5 0.6

認知症の診療をする診療科名
　
調査数

実施してい
る

実施してい
ない

  無回答

519 367 149 3

100.0 70.7 28.7 0.6

　
調査数

認知症の鑑別診断を実施しているか

自院で実
施している

他院と連携
で実施して
いる

  無回答

367 114 261 34

100.0 31.1 71.1 9.3

実施方法

　
調査数

長谷川式
簡易知能
評価スケー
ル

MMSE その他   無回答

367 343 155 46 7

100.0 93.5 42.2 12.5 1.9

鑑別診断で実施可能な検査（知的機能検査）

　
調査数

調査数 CT MRI SPECT PET その他   無回答

367 75 58 11 - 7 274

100.0 20.4 15.8 3.0 - 1.9 74.7

367 190 248 121 32 12 78

100.0 51.8 67.6 33.0 8.7 3.3 21.3

自院で実施

他院に依頼
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●認知症診療に関する相談先 

相談先として、「専⾨病院」が 37.6％と最も⾼く、次いで「認知症専⾨医」が 20.4％。また、「特
に相談していない」は 37.2％。 

 

 

●診療以外の対応に関する相談先 

診療以外の相談先として、「地域包括⽀援センター」が 25.2％と最も⾼く、次いで「区役所⾼齢・
障害⽀援課」が 18.3％。また、「特に相談していない」は 44.3％。 

 

 

●認知症疾患医療センターに期待すること 

認知症疾患医療センターに期待することとして、「鑑別診断とそれに基づく初期対応」が 60.1％と
最も⾼く、次いで「周辺症状と⾝体合併症への急性期対応」が 50.2％。 

 
 

●横浜市に期待する認知症施策 

横浜市に期待する施策として、「専⾨医療機関と地域医療機関との医療連携の体制」が 57.2％と最
も⾼く、次いで「認知症専⾨医療機関の情報」が 47.2％。 

 

認知症疾
患医療セン
ター

専門病院
認知症専
門医

認知症サ
ポート医

在宅医療
連携拠点

その他
特に相談し
ていない

  無回答

1414 244 532 288 86 98 70 526 23

100.0 17.3 37.6 20.4 6.1 6.9 5.0 37.2 1.6

　
調査数

認知症の診療に関する相談機関

認知症疾
患医療セン
ター

専門病院
認知症専
門医

認知症サ
ポート医

在宅医療
連携拠点

区役所高
齢・障害支
援課

地域包括
支援セン
ター

その他
特に相談し
ていない

  無回答

1414 105 228 119 43 120 259 357 44 627 65

100.0 7.4 16.1 8.4 3.0 8.5 18.3 25.2 3.1 44.3 4.6

　
調査数

認知症の診療以外の対応に関する相談機関

鑑別診断と
それに基づ
く初期対応

周辺症状と
身体合併
症への急
性期対応

専門医療
相談

地域連携
拠点機能

研修会の
開催

  無回答

1414 850 710 607 548 274 140

100.0 60.1 50.2 42.9 38.8 19.4 9.9

　
調査数

認知症疾患医療センターに期待すること

市民への
普及啓発

専門医療
機関と地域
医療機関と
の医療連
携の体制

認知症専
門医療機
関の情報

認知症診
療について
の研修会
の開催

（認知症）
医療機関と
介護関連
機関との連
携

その他 特になし   無回答

1414 629 809 667 300 499 39 87 90

100.0 44.5 57.2 47.2 21.2 35.3 2.8 6.2 6.4

今後の横浜市の取組として期待すること

　
調査数
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（３）従事者向け調査 

 １６ ケアマネジャー調査   

●ケアマネジャーの年齢 

ケアマネジャーの年齢は、「55〜59 歳」が 19.9％と最も⾼く、次いで「50〜54 歳」が 18.1％。 

 

●ケアマネジャーの勤務形態 

ケアマネジャーの勤務形態は、「常勤・専従」が 53.5％と最も⾼く、次いで「常勤・兼務」が 27.7％。 

 
●ケアマネジャーの兼務業務 

ケアマネジャーが兼務している業務は、「管理業務」が 77.4％と最も⾼く、次いで「介護サービス」
が 12.6％。 

 
 

●ケアマネジャーの担当利⽤者数 

ケアマネジャー１⼈辺りが担当する平均利⽤者数は、「要⽀援者・事業対象者」が 7.87⼈、「要介
護者」が 24.2⼈。 

 
 

●サービス事業所紹介時に重視する点 

紹介時に重視する点について、「利⽤者・家族が望むサービス内容・プログラムであるかどうか」
が 88.0％と最も⾼く、次いで「介護⽀援専⾨員の⽬から⾒て、サービスの質が⾼い事業所である
かどうか」が 52.0％。 

 

20  歳未満 20～24  歳 25～29  歳 30～34  歳 35～39  歳 40～44  歳 45～49  歳 50～54  歳 55～59  歳 60～64  歳 65～69  歳 70  歳以上 　無回答

1655 1 - 3 33 82 169 260 299 330 272 128 63 15

100.0 0.1 - 0.2 2.0 5.0 10.2 15.7 18.1 19.9 16.4 7.7 3.8 0.9

年齢
調査数

常勤・専従 常勤・兼務 非常勤・専従 非常勤・兼務 　無回答

1655 886 458 250 50 11

100.0 53.5 27.7 15.1 3.0 0.7

勤務形態
調査数

管理業務
医療系サービ
ス

介護サービス 相談業務 　無回答

508 393 43 64 42 8

100.0 77.4 8.5 12.6 8.3 1.6

兼務業務

調査数

合計 平均 合計 平均

1617 12729 7.87 1634 39538 24.20

100.0 100.0 100.0 100.0

調査数
要支援者・事業対象者

調査数
 要介護者

利用者の自宅
から近いかど
うか

利用者・家族
が望むサービ
ス内容・プログ
ラムであるか
どうか

介護支援専門
員の目から見
て、サービス
の質が高い事
業所であるか
どうか

自分が勤務し
ている居宅介
護支援事業所
の併設事業所
であるかどう
か

介護サービス
評価センター
の認証を受け
ているかどう
か

利用者・家族
が知ってい
る、又は希望
する事業所で
あるかどうか

その他
特にないス事
業所を紹介し
ているか

　無回答

1655 202 1456 861 32 6 430 30 6 20

100.0 12.2 88.0 52.0 1.9 0.4 26.0 1.8 0.4 1.2

利用者に、どのような基準を重視してサービス事業所を紹介しているか

調査数
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●不⾜していると感じるサービス 

不⾜していると感じるサービスについて、「訪問介護」が 29.9％と最も⾼く、次いで「定期巡回・
随時対応型訪問介護看護」が 27.5％、「通所リハビリテーション」が 26.9％。 

 
 

●保険外活動やサービスを組み合わせて作成したケアプラン 

保険外の活動やサービスを組み合わせて作成したケアプランについて、「⻭科などの訪問診療」が
72.0％と最も⾼く、次いで「ごみ出し」が 62.4％。 

 

 

訪問介護
横浜市訪問介
護相当サービ
ス

横浜市訪問型
生活援助サー
ビス

訪問入浴介護
介護予防訪問
入浴介護

訪問看護
介護予防訪問
看護

訪問リハビリ
テーション

介護予防訪問
リハビリテー
ション

居宅療養管理
指導

介護予防居宅
療養管理指導

通所介護

1655 495 248 299 74 13 65 11 263 95 36 9 63

100.0 29.9 15.0 18.1 4.5 0.8 3.9 0.7 15.9 5.7 2.2 0.5 3.8

調査数

事業所数もしくは定員など、量的に不足していると感じるサービス

横浜市通所介
護相当サービ
ス

通所リハビリ
テーション

介護予防通所
リハビリテー
ション

短期入所生活
介護

介護予防短期
入所生活介護

短期入所療養
介護

介護予防短期
入所療養介護

福祉用具貸与
介護予防福
祉用具貸与

特定福祉用
具販売

62 445 172 236 72 183 69 9 4 2

3.7 26.9 10.4 14.3 4.4 11.1 4.2 0.5 0.2 0.1

特定介護予
防福祉用具
販売

住宅改修
特定施設入
居者生活介
護

介護予防特
定施設入居
者生活介護

定期巡回・随
時対応型訪
問介護看護

夜間対応型
訪問介護

認知症対応
型通所介護

介護予防認
知症対応型
通所介護

小規模多機
能型居宅介
護

介護予防小
規模多機能
型居宅介護

1 5 22 16 455 354 164 48 163 54

0.1 0.3 1.3 1.0 27.5 21.4 9.9 2.9 9.8 3.3

認知症対応
型共同生活
介護（グルー
プホーム）

介護予防認
知症対応型
共同生活介
護（グループ
ホーム）

地域密着型
特定施設入
居者生活介
護

地域密着型
介護老人福
祉施設入所
者生活介護

看護小規模
多機能型居
宅介護

介護老人福
祉施設

介護老人保
健施設

介護療養型
医療施設

特になし 　無回答

160 69 20 25 249 168 252 236 208 42

9.7 4.2 1.2 1.5 15.0 10.2 15.2 14.3 12.6 2.5

通いの場（体
操・運動・趣味
などの活動、
食事会などの
定期的な交
流）

通いの場への
送迎

通院・福祉施
設・役所の送
迎

通院・福祉施
設・役所の送
迎前後の付き
添い

栄養改善を目
的とした配食

見守り・安否
確認

緊急時の通報
システム

ごみ出し

1655 783 104 405 247 903 412 431 1033

100.0 47.3 6.3 24.5 14.9 54.6 24.9 26.0 62.4

調査数

保険外の活動やサービスを組み合わせて作成したケアプラン

生活援助（掃
除、洗濯、買
い物、調理な
ど）

話し相手
訪問による理
美容

歯科などの訪
問診療

介護等が必要
になった場合
の住宅改造

紙おむつの購
入

その他 特になし 　無回答

385 99 890 1191 507 665 72 43 19

23.3 6.0 53.8 72.0 30.6 40.2 4.4 2.6 1.1
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●充実が必要な活動やサービス 

今後充実が必要だと思う活動やサービスについて、「通いの場への送迎」が 51.7％と最も⾼く、次
いで「通いの場（体操・運動・趣味などの活動、⾷事会などの定期的な交流）」が 34.2％。 

 

 

●区役所に期待すること 

区役所に期待することは、「⽀援困難事例への対応」が 48.5％と最も⾼く、次いで「虐待が認めら
れる・虐待のおそれのあるケースへの対応」が 45.6％。 

 
  

通いの場（体
操・運動・趣味
などの活動、
食事会などの
定期的な交
流）

通いの場への
送迎

通院・福祉施
設・役所の送
迎

通院・福祉施
設・役所の送
迎前後の付き
添い

栄養改善を目
的とした配食

見守り・安否
確認

緊急時の通報
システム

ごみ出し

1655 566 855 462 511 167 534 208 180

100.0 34.2 51.7 27.9 30.9 10.1 32.3 12.6 10.9

調査数

今後充実が必要だと思う活動やサービス

生活援助（掃
除、洗濯、買
い物、調理な
ど）

話し相手
訪問による理
美容

歯科などの訪
問診療

介護等が必要
になった場合
の住宅改造

紙おむつの購
入

その他 特になし 　無回答

400 530 57 36 17 36 43 66 153

24.2 32.0 3.4 2.2 1.0 2.2 2.6 4.0 9.2

支援困難事例
への対応

ケースカンファ
レンス

苦情相談への
対応

介護保険の
サービスや制
度の利用

介護保険法で
判断に困ると
き

医療・健康状
態などの相
談・助言

虐待が認めら
れる・虐待の
おそれのある
ケースへの対
応

精神疾患の方
への対応

その他 　無回答

1655 803 306 542 368 625 285 754 733 29 729

100.0 48.5 18.5 32.7 22.2 37.8 17.2 45.6 44.3 1.8 44.0

区役所に期待すること

調査数
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 １７ 訪問介護職員調査   

●ホームヘルパーの年齢 

ホームヘルパーの年齢は、「50〜54歳」が 17.3％と最も⾼く、次いで「55〜59歳」が 15.7％。 

 

 

●ホームヘルパーの就業形態 

ケアマネジャーの就業形態は、「正社員（正規職員）」が 47.1％、「⾮正（規）社員」が 48.1％。 

 

 

●ホームヘルパーの勤務形態 

⾮正社員のホームヘルパーの勤務形態は、「⾮常勤（定型的）」が 45.8％と最も⾼く、次いで「⾮
常勤（⾮定型的）」が 40.9％。 

  
 

 

●利⽤者訪問件数 

ホームヘルパー１⼈辺りの１⽇平均利⽤者訪問件数は、「３〜４件」が 43.2％と最も⾼く、次いで
「５件以上」が 30.2％。 

  
 

●訪問時間 

１回当たりの訪問時間は、「１時間以上１時間 30分未満」が 45.7％と最も⾼く、次いで「30分以
上１時間未満」が 37.6％。 

 

年齢

　調査数 20歳未満 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70  歳以上   無回答

875 2 9 24 39 58 83 131 151 137 115 67 55 4

100.0 0.2 1.0 2.7 4.5 6.6 9.5 15.0 17.3 15.7 13.1 7.7 6.3 0.5

就業形態

　調査数
正社員（正規職
員

非正（規）社
員

  無回答

875 412 421 42

100.0 47.1 48.1 4.8

勤務形態はどのように定められていますか

　調査数 常勤
非常勤（定型
的）

非常勤（非定
型的）

その他   無回答

421 43 193 172 3 10

100.0 10.2 45.8 40.9 0.7 2.4

平均利用者訪問件数

　調査数 １～２件 ３～４件 ５件以上   無回答

875 220 378 264 13

100.0 25.1 43.2 30.2 1.5

１回当たりの訪問時間

　調査数 30分未満
30分以上１
時間未満

１時間以上１
時間30分未
満

１時間30分
以上２時間
未満

２時間以上３
時間未満

３時間以上   無回答

875 59 329 400 38 21 20 8

100.0 6.7 37.6 45.7 4.3 2.4 2.3 0.9
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●「⾝体介助」と「⽣活援助（家事援助）」の割合 

従事する「⾝体介助」と「⽣活援助（家事援助）」の割合は、「概ね半々」が 35.0％と最も⾼く、
次いで「⾝体介護の⽅が多い」が 31.9％。 

 

 

●「通院等乗降介助」の提供有無 

勤務事業所での「通院等乗降介助」の提供有無は、「提供している」が 39.8％、「提供していない」
が 43.8％。 

  

 

●「通院等乗降介助」に従事する頻度 

「通院等乗降介助」に従事する頻度は、「全く従事しない」が 42.8％と最も⾼く、次いで「⽉に１
回程度」が 40.2％。 

   

 

従事する「身体介助」と「生活援助（家事援助）」の割合

　調査数 身体介護のみ
身体介護の
方が多い

概ね半々
生活援助の
方が多い

生活援助の
み

  無回答

875 40 279 306 227 13 10

100.0 4.6 31.9 35.0 25.9 1.5 1.1

勤務事業所での「通院等乗降介助」提供有無

　調査数 提供している
提供していな
い

わからない   無回答

875 348 383 123 21

100.0 39.8 43.8 14.1 2.4

「通院等乗降介助」に従事する頻度

　調査数 全く従事しない
月に１回程
度

週に１回程
度

週に２回以
上

  無回答

348 149 140 27 30 2

100.0 42.8 40.2 7.8 8.6 0.6
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 １８ 施設介護職員調査   

●施設介護職員の年齢 

施設介護職員の年齢は、「40〜44歳」が 15.7％と最も⾼く、次いで「30〜34歳」が 14.7％。 

 

 

●施設介護職員の就業形態 

施設介護職員の就業形態は、「正社員（正規職員）」が 56.8％、「⾮正（規）社員」が 21.8％。 

 

 

●ホームヘルパーの勤務形態 

⾮正社員の施設介護職員の勤務形態は、「⾮常勤（定型的）」が 55.9％と最も⾼く、次いで「⾮常
勤（⾮定型的）」が 28.1％。 

  

 

 

●保有資格 

施設介護職員が持っている資格は、「介護福祉⼠」が 68.8％と最も⾼く、次いで「訪問介護員２級」
が 11.8％。 

  

20歳未満 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70歳以上 　無回答

1406 6 68 191 207 184 221 191 127 83 56 43 11 18

100.0 0.4 4.8 13.6 14.7 13.1 15.7 13.6 9.0 5.9 4.0 3.1 0.8 1.3

年齢（令和元年10月1 日現在）
調査数

正社員（正規
職員）

非正（規）社員
（パート、アル
バイト、派遣職
員、非常勤職
員、嘱託職
員、契約社員
等）

　無回答

1406 798 306 302

100.0 56.8 21.8 21.5

就業形態

調査数

常勤
非常勤（定型
的）

非常勤（非定
型的）

その他 　無回答

306 43 171 86 - 6

100.0 14.1 55.9 28.1 - 2.0

勤務形態

調査数

訪問介護員１
級

訪問介護員２
級

訪問介護員初
任者研修修了

訪問介護員実
務者研修修了

社会福祉士 介護福祉士 作業療法士 歯科衛生士 理学療法士
精神保健福祉
士

言語聴覚士

1406 37 166 92 57 34 967 1 1 1 2 -

100.0 2.6 11.8 6.5 4.1 2.4 68.8 0.1 0.1 0.1 0.1 -

調査数

現在持っている資格

看護師 准看護師
介護支援専門
員

福祉住環境
コーディネー
ター（2 級以
上）

栄養士 管理栄養士 保健師 保育士 調理師
その他の資
格

資格は持っ
ていない

　無回答

10 1 110 38 13 2 - 43 31 249 70 147

0.7 0.1 7.8 2.7 0.9 0.1 - 3.1 2.2 17.7 5.0 10.5
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●取得したい資格 

今後取得したい資格は、「介護⽀援専⾨員」が 17.6％と最も⾼く、次いで「介護福祉⼠」が 13.2％。
また、「取得したい資格はない」が 30.3％。 

 
 

 

●キャリアアップのために必要なこと 

キャリアアップに必要なことについて、「研修への参加」が 52.2％と最も⾼く、次いで「給与や処
遇⾯の向上」が 39.9％。 

 

訪問介護員初
任者研修修了

訪問介護員実
務者研修修了

社会福祉士 介護福祉士 作業療法士 歯科衛生士 理学療法士
精神保健福祉
士

言語聴覚士 看護師

1406 10 29 127 185 11 1 17 35 8 51

100.0 0.7 2.1 9.0 13.2 0.8 0.1 1.2 2.5 0.6 3.6

調査数

今後取得したい資格

准看護師
介護支援専門
員

福祉住環境
コーディネー
ター（2 級以
上）

栄養士 管理栄養士 保健師 保育士 調理師
その他の資
格

取得したい
資格はない

　無回答

11 247 84 6 4 - 14 10 221 426 203

0.8 17.6 6.0 0.4 0.3 - 1.0 0.7 15.7 30.3 14.4

介護に
関するノ
ウハウ
やスキ
ルの向
上のた
めの研
修への
参加

給与や
処遇面
の向上

現場で
の職員
同士の
相互研
鑽（ミー
ティング
や情報
交換な
ど含む）

スー
パーバ
イザー
になる、
スー
パーバ
イザーと
しての
職務を
こなす
経験を
積む

施設の
運営や
マネジメ
ントの知
識・スキ
ルを身
につけ
る

他職種
との連
携・協働
の機会
を多く持
つ

様々な
現場で
の経験
を積む

他施
設、他
分野の
専門職
とのネッ
トワーク
づくりや
自主的
サーク
ル活動
に取り
組む

研究レ
ポートを
取りまと
め、学
会等で
発表す
る

その他
必要な
ものは
ない

　無回
答

1406 734 561 501 126 253 457 433 150 31 29 48 143
100.0 52.2 39.9 35.6 9.0 18.0 32.5 30.8 10.7 2.2 2.1 3.4 10.2

調査数

キャリアアップのために必要なもの


